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南
宋
期
の
地
域
一
吐
舎
に
お
け
る

「友」

岡

フE

司

五四 三 二 一

問

題

の

所

在

「
友
」
の
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友
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格

地
域
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舎
に
お
け
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士

口

五

回

問

題

の

所

在
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一
九
九
五
年
、
所
江
省
温
州
市
甑
海
匿
郭
渓
鎮
梅
園
村
で
六
方
の
墓
誌
が
出
土
し
た
。
張
燭

(一

O
七
七
l
一
二
二
二
)
の
墓
誌
と
そ
の
家
蓋
、

張
爆
の
奏
で
あ
る
越
氏
・
曹
氏
の
墓
誌
、
張
爆
の
子
で
あ
る
張
孝
慢

ご

二

O
l
一
一
六
七
)
の
墓
誌
、
そ
し
て
張
孝
憧
の
妻
趨
氏
の
墓
誌
で

そ
こ
に
全
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
出
土
墓
誌

あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
既
に
王
同
軍
氏
に
よ
る
紹
介
が
な
さ
れ
て
お
り
、

は
、
南
宋
期
温
州
を
中
心
に
濁
自
の
思
想
を
展
開
さ
せ
て
い
た
永
嘉
拳
汲
の
中
心
人
物
の

一
人
で
あ
る
陳
偉
良
が
、
こ
の
墓
誌
の
張
孝
憧
の
娘

を
妻
と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
宋
代
温
州
の
地
域
社
舎
・
地
域
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
有
用
で
あ
る
の
だ
が
、
同
時
に
、
本
稿
と
の

開
わ
り
に
お
い
て
は
、
「
友
」
と
い
う
語
の
用
例
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
墓
誌
の
う
ち
、
張
煙
の
墓
誌
の
中
で
、
撰

(
2
)
 

者
で
あ
る
工
部
尚
書
の
劉
嗣
明
が
、
張
慢
の
こ
と
を
「
吾
が
友
張
子
充
」

(子
充
は
張
爆
の
字
)
と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
張
煙
の
墓
誌
の
中
に

は
、
若
く
し
て
太
撃
で
撃
ぶ
機
舎
を
得
な
が
ら
も
「
櫨
部
に
於
い
て
利
あ
ら
ず
」
、

つ
ま
り
進
士
及
第
を
果
た
せ
な
か

っ
た
張
煙
が
地
元
で
の



ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
い
た
か
を
遮
ベ
た
下
り
で
、
「
朋
友
の
穀
急
疾
病
に
は
胸
即
握
救
す
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、
地
域
一
枇
舎
に
お

い
て
「
朋
友
」
と
の
関
係
を
重
ん
じ
て
い
た
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

で
は
な
ぜ
こ
の
「
友
」
と
い
う
語
に
注
目
す
る
か
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
惇
統
中
園
一
祉
舎
に
お
け
る
人
的
結
合
は
、
親
子
関
係
や
君
臣
閥
(
3
)
 

係
な
ど
の
垂
直
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
、
古
く
は
春
秋
戟
園
時
代
か
ら
漢
代
の
祉
曾
に
増
淵
龍
夫
氏
が
見
出
し
た
任
侠
的
紐
帯
か

(
4
)
 

ら
、
清
代
で
は
曾
園
藩
の
湘
軍
に
見
ら
れ
た
幕
友
の
平
等
主
義
な
ど
に
至
る
ま
で
、
多
か
れ
少
な
か
れ
水
平
的
な
傾
向
を
含
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な

人
的
結
合
も
見
ら
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
近
年
の
歴
史
撃
に
お
い
て
は
、
固
定
的
な
集
圏
よ
り
も
、
柔
軟
な
一
吐
曾
的
結
合
を
取
り
上
げ
て
論
じ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
車
に
「
同
じ
も
の
が
中
園
に
も
見
ら
れ
る
」
式
の
理
解
で
は
な
く
、
今
後
は
、
惇
統
中
園
枇
曾
に

濁
自
の
人
的
結
合
の
論
理
を
見
出
し
て
い
く
作
業
も
必
要
と
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
た
と
え
ば
、
貴
族
制
吐
曾
の
士
大
夫

(
6
)
 

の
サ
ー
ク
ル
に
お
け
る
「
輿
論
」
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
明
清
時
代
に
お
け
る
善
奉
の
た
め
の
贋
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
た
「
徴

信
」
原
理
(
公
開
原
(
肢
で
あ
る
と
か
、
そ
う
し
た
停
統
中
国
社
舎
に
お
い
て
賓
際
に
用
い
ら
れ
た
用
語
か
ら
、
問
題
を
構
築
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
本
稿
で
「
友
」
を
取
り
上
げ
る
の
も
、
以
上
の
よ
う
な
目
的
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
「
友
」
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
を
枇
舎
史
の
覗
動
か
ら
分
析
し
た
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
決
し
て
多
く
な
い

(

8

)

(

9

)

 

が
、
明
末
か
ら
清
代
の
時
期
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ク
デ
モ
ッ
ト
氏
、
小
野
和
子
氏
、

(
叩
)

小
川
晴
久
氏
が
饗
革
期
の
政
治
運
動
と
も
閥
わ
ら
せ
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
宋
代
に
お
い
て
は
、
明
末
の
東
林
薫
の
場
合
の
よ

う
に
君
主
へ
公
然
た
る
批
判
の
論
理
と
し
て
「
友
」
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
宋
代
社
曾
全
韓
に
お
い

て
人
々
の
交
際
が
活
護
化
す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
多
く
の
思
想
家
や
士
大
夫
た
ち
が
、
前
代
ま
で
に
比
べ
て
格
段
に
「
友
」
の
関
係
を
重
視
す

(
日
)

る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
。

(ロ)

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
宋
代
に
永
嘉
撃
汲
の
母
胎
と
な
っ
た
温
州
を
地
域
祉
舎
史
の
角
度
か
ら
扱
っ
て
き
た
が
、
と
く
に
温
州
出
身
の
エ
リ
ー
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ト
た
ち
の
人
間
関
係
に
閥
す
る
史
料
に
お
い
て
も
、
こ
の
「
友
」
と
い
う
用
語
が
頻
出
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
宋
代
の
地
域
一
吐
舎
に
お
け
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る
人
的
結
合
の
あ
り
方
を
探
る

一
つ
の
材
料
と
し
て
こ
の
「
友
」
に
注
目
し
、
と
り
わ
け
南
宋
期
に
諸
島
ナ
汲
が
地
域
的
に
分
立
し
て
い
る
と
い

う
状
況
の
中
で
、
「
友
」
に
よ
る
人
間
関
係
が
ど
の
よ
う
な
枇
曾
的
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
の
具
程
的
な
事
例
と
し
て
、
温
州
出

身
の
エ
リ
ー
ト
を
め
ぐ
る
「
友
」
関
係
を
分
析
し
て
み
た
い
。

「友」

の

用

例

(M
)
 

さ
て
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
墓
誌
に
よ
り
な
が
ら
分
析
を
進
め
た

い。

唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
は
、
墓
誌
の
記
述
の
あ
り
方
が
大
き
く
繁

化
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
た
と
え
ば
、
中
砂
明
徳
氏
は
、
唐
代
中
盤
以
降
、
撰
者
と
死
者
の
人
間
的
な
繋
が
り
に
つ
い
て
の
記
述
や
、
死
者
と

(
日
)

関
わ
り
を
も
っ
た
人
々
の
名
前
が
頻
繁
に
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
ビ
パ
リ
l
・
ボ
ズ
ラ
1
氏
は
、
墓
誌
等
の

レ
ト
リ
ッ
ク
に
お
い
て
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
し
だ
い
に
、
先
祖
に
よ
る
特
権
よ
り
は
、
努
力
や
業
績
と
い
っ
た
個
人
の
行
動
が
強
調
さ
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れ
る
よ
う
に
な

っ
た
饗
化
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
も
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
は
、
墓
誌
を
執
筆
さ
れ
る
側
の
停
主
の
嬰
化
と
し
て
も
表
れ
、

宮
廷
の
官
僚
か
ら
地
域
枇
舎
の
エ
リ
ー
ト
屠
へ
と
釘
象
者
が
抜
大
し
て
い
っ
た
。

本
稿
で
主
た
る
題
材
と
し
て
扱
う
の
は
、
南
宋
期
温
州
の
代
表
的
な
士
大
夫
で
あ
る
王
十
朋

(
一
二
二
1
二

七
二
、
古
昨
季
宣

(
二
三
四

-
二

七
三
)、
陳
偉
良

三

一
三
七
1
一
二
O
三
)
、
葉
適

(一

一
五
O
l
一
一
一
二
三
)
の
撰
し
た
墓
誌
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
と
く
に
葉
遁
は
、
韓
佐
由
同
(
二
五
一
丁
一

二
O
七
)
の
北
伐
失
敗
に
よ
り
南
下
侵
攻
し
て
き
た
金
箪
に
釘
し
て
知
建
康
府
・
沿

江
制
置
使
と
し
て
防
衛
に
重
力
し
た
も
の
の
、
韓
住
胃
殺
害
後
に
落
職
し
、
嘉
定
元
年

ご
二

O
八
)
に
は
郷
里
の
永
嘉
鯨
水
心
村
に
戻
り
、

以
後
、
『
習
撃
記
言
序
目
』
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
墓
誌
・
祭
文
な
ど
の
執
筆
活
動
を
精
力
的
に
績
け
た
。
嘗
時
と
し
て
は
比
較
的
長
命
で

あ
り
、
し
か
も
晩
年
に
郷
里
で
時
間
的
絵
裕
の
あ
る
中
で
生
活
し
た
こ
と
な
ど
も
重
な
り
、
彼
の
文
集
に
は
数
多
く
の
墓
誌
が
蔑
さ
れ
て
い
る
。

(
げ
)

そ
れ
ら
の
墓
誌
を
牧
め
た

『水
心
文
集
』
に
序
を
記
し
た
門
人
趨
汝
識
は
、
葉
遁
の
墓
誌
等
の
執
筆
に
つ
い
て
、
「
昔
、
欧
陽
公
、
碑
銘
を
濁

thu

ト
A
F

壇
し
、
其
の
世
遁
の
消
長
進
退
に
於
い
て
、
其
の
嘗
時
の
賢
き
卿
大
夫
に
し
て
功
行
あ
り
、
以
及
び
、
聞
巷
山
巌
の
撲
儒
幽
士
の
謄
晦
に
し
て



か

が

や

た

め

も

ち

い

未
だ
光
か
ざ
る
者
の
奥
に
、
皆
な
駕
れ
を
述
べ
、
史
を
輔
け
て
行
ら
れ
、
其
の
意
は
深
し
。
此
れ
先
生
の
志
な
り
」
(
「
水
心
文
集
序
」
)
と
遮

(
国
)

ベ
、
多
数
の
碑
誌
や
序
記
を
撰
し
て
文
拳
史
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
北
宋
の
欧
陽
惰
(
一

O
O
七
l
一
O
七
二
)
が
か
く
れ
た
人
材
に
ま

で
墓
誌
の
執
筆
針
象
を
庚
げ
た
こ
と
を
、
業
遁
が
「
志
」
と
し
て
引
き
繕
い
で
い
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
不
遇
の
者
を
も
欧
陽
惰
が
積
極
的
に
扱
っ
た
と
は
い
え
、

「居
士
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
墓
誌
の
塵
倒
的
多
数
は
、

表
面
的
な
身
分
の
動
か
ら
み
る
と
、
何
ら
か
の
形
で
官
職
・
官
位
を
得
た
こ
と
の
あ
る
人
物
ば
か
り
で
、
女
性
と
宗
室
を
除
い
た
計
六
十
首
の

墓
誌
・
墓
表
・
墓
褐
の
う
ち
、
官
職
・
官
位
と
無
線
で
あ
っ
た
の
は
、
巻
二
十
四
「
遠
慮
士
墓
表
」
の
一
首
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
黙
で
い
え
ば
、

墓
誌
の
停
主
百
五
十
四
名
か
ら
女
性
を
除
い
た
計
百
二
十
八
名
の
う
ち
、
無
官
の
者
を
二
十
八
名
つ
二
・
八
%
)
も
含
ん
で
い
る
葉
遁
の
場

(
印
)
合
の
方
が
、
少
な
く
と
も
文
集
に
蔑
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら
数
え
る
限
り
、
よ
り
幅
庚
く
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
黙
は
、

(
初
)

陳
停
良
に
も
同
様
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
り
、
個
人
的
な
差
と
い
う
よ
り
は
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
墓
誌
等
で
全
程
的
に
見
ら
れ
た
饗
化

(
幻
)

と
し
て
捉
え
た
ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
欧
陽
惰
か
ら
更
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
唐
宋
八
大
家
の
筆
頭
に
奉
げ
ら
れ
る
韓
愈
(
七
六
八
l
八
二
四
)
も
、
多
数
の
墓
誌
を
執
筆

- 39一

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
葉
園
良
氏
に
よ
る
と
、
墓
誌
の
題
に
お
い
て
墓
主
を
た
だ
「
字
」
で
呼
ぶ
こ
と
は
、
韓
愈
に
始
ま
っ
た
こ
と
だ
と

(
辺
)

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
「
同
調
」
「
至
友
」
に
釘
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
題
に
「
字
」
を
用
い
る
こ
と
は
、
欧
陽
惰

(
お
)

『
居
士
集
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
女
性
・
宗
室
以
外
の
六
十
名
の
う
ち
、
ち
ょ
う
ど
十
五
%
に
あ
た
る
九
名
が
字
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の

相
手
に
釘
し
て
は
、
墓
誌
の
序
に
お
い
て
も
、
「
吾
が
友
、
張
子
野
」

(巻
二
十
七
)、
「
予
の
友
、
責
君
夢
升
」

(巻
二
十
八
)
な
ど
と
し
て
、
欧

陽
惰
自
身
が
自
分
の
「
友
」
で
あ
る
こ
と
を
し
ば
し
ば
明
言
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
墓
誌
の
題
に
「
字
」
を
用
い
る
こ
と
は
、
今
回
取
り
上
げ
る
四
人
の
温
州
出
身
者
の
撰
し
た
墓
誌
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
増
加

し
て
い
る
。
〔
表
こ
に
列
島
宇
し
た
題
か
ら
数
え
る
と
、
陳
傍
良
『
止
融
制
先
生
文
集
」
の
三
十
六
首
の
墓
誌
か
ら
女
性
を
除
い
た
三
十

一
首
の

623 

墓
誌
の
う
ち
、
二
十
二
題
に
字
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

一
族
に
針
す
る
も
の
を
含
む
と
は
い
え
七
一
・
O
%
も
の
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
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〔表一〕 墓誌の題に字が表記されている人物(字の欄の・印)

陳{専良『止滞先生文集』墓誌

No 巻 題 字 姓名 r届~ 

1 47 f余叔樹i城誌 • 徐憐
2 47 林安之城志 • 林居賓 × 

3 47 越夫人墓誌銘 / 越氏 / 
4 47 胡少賓墓誌銘 • 胡序
5 47 承務自日陳公墓誌銘 陳某

6 47 叔母韓氏墓誌銘 / 韓氏 / 
7 47 i馬司理墓誌銘 i馬施叔

8 47 張忠甫墓誌銘 • 張 i享 × 
9 47 章端受墓誌銘 • 章用中 × 

10 47 朱君佐城識 • 朱興園
11 47 宜人林氏墓誌銘 / 林氏 / 
12 48 劉端木墓誌銘 • 劉春
13 48 陳子盆母夫人墓誌銘 / 林氏 / 
14 48 林民達墓誌銘 • 林-[免 × 

15 48 何君墓誌銘 {可松 × 

16 48 朱公向械誌 • 朱某 × 

17 48 胡彦功墓誌銘 • 胡勅
18 48 承事郎徐公纂誌銘 f余迫営

19 48 新時墓表 (林一族) × 

20 49 敷文閣直撃士醇公壊誌 醇良月月

21 49 陳季陽墓誌銘 • 陳義民 × 

22 49 修職郎呂公墓誌銘 目淡

23 49 徐武叔墓誌銘 • 徐銭 × 

24 49 陳習之綴誌、 • 陳説 × 

25 49 承事郎j番公募誌銘 j番朝卿

26 49 林誌仲墓誌銘 • 林淵叔
27 50 沈叔阜域誌 • 沈畠 × 
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28 50 族叔租元繕域誌 • 陳紹 × 

29 50 族叔組元成墓誌銘 • 陳鐸 × 

30 50 族兄際可墳誌 • 陳除 × 

31 50 高光中墓誌銘 • 高融
32 50 陳百朋墳誌 • 陳天賜 × 

33 50 王遁甫壌誌 • 王自中
34 50 族叔園任墓誌銘 • 陳方中 × 

35 50 洪君墓誌銘 洪某 × 

36 50 令人張氏績言、 / 張幼昭 レ
葉遁 『水心文集』墓誌

No. 巻 題
十Fム『・ 姓 名

，巳ムー.

1 13 陳少南墓誌銘 • 陳鵬飛
2 13 葉君墓誌銘 葉梓 × 

3 13 墓林鹿士墓誌銘 何傍 × 

4 13 宋故孟夫人墓誌銘 / 仲氏 / 
5 13 宋故宣数郎通剣平江府銚君墓誌銘 銚穎

6 13 持仕郎稔君墓記 稔居易

7 13 宋杜君墓誌銘 杜椿 × 

8 13 媛女窪銘 / 葉媛 / 
9 13 陳君墓誌銘 陳厳 × 

10 13 故朝散大夫主管建寧府武夷山沖佑観周先生墓誌銘 周淳中

11 13 故太碩人戚氏墓誌銘 / 城氏 / 
12 13 葉君墓誌銘 葉権 × 

13 13 属君墓誌、銘 属邦俊

14 13 翰林啓疫王君墓誌銘 王克明

15 13 郭府君墓誌銘 郭良臣

16 13 郭庭士墓誌銘 郭良顛 × 

17 14 安人張氏墓誌、銘 / 張氏 / 
18 14 高夫人墓誌銘 / 翁氏 / 
19 14 徐徳操墓誌銘 • 徐定
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20 14 忠掬郎致仕奈君墓誌銘 奈待時

21 14 忠掬郎武築博士業君墓誌銘 奈鋳

22 14 陳彦草墓誌銘 • 陳季雅
23 14 書き安積墓誌銘 • 美慮恭 × 

24 14 楊夫人墓表 / 楊氏 / 
25 14 丁君墓誌銘 丁世雄 × 

26 14 張令人墓誌銘 / 張幼昭 / 
27 14 参議事月泰大夫宋公墓誌銘 宋傍

28 14 呂君墓誌銘 呂師愈

29 14 丁少産量墓誌銘 • 丁希亮 × 

30 14 銚君百社墓誌銘 • 銚献可 × 

31 15 慎s仲酉墓誌銘 • 鄭麗
32 15 彰子復墓誌銘 • 彰仲剛
33 15 宋武翼郎新製造御前軍器所監造官HI¥君墓誌銘 Hs叔豹

34 15 j尤元誠墓誌銘 • 沈大経
35 15 奉議郎鄭公墓誌銘 鄭耕老

36 15 宋tlßg~p墓誌銘 • 宋希孟 × 

37 15 承事郎致仕黄君墓誌銘 黄正己

38 15 車月奉大夫致仕賞公募誌銘 黄仁静

39 15 司農卿湖廃絶、領1書公墓昔、銘 重量程仁

40 15 林伯和墓誌銘 • 林蕪
41 15 翁誠之墓誌銘 • 翁 '比
42 15 夫人目李氏墓誌銘 / 欝氏 / 
43 15 致政朝請郎葉公域誌 葉光租

44 15 高永ナIi墓誌銘 高子莫

45 16 草月散大夫主管i中佑観飽公墓誌銘 飽繍

46 16 荘夫人墓誌銘 / 荘則 / 
47 16 資諜閣待制中書舎人陳公墓誌銘 陳停良

48 16 著作正字二劉公墓誌銘 劉夙
ー.-・・・・ーーーー..・・・....ーー ・...

劉朔
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49 16 朝請大夫司農少卿高公墓誌銘 高子i呑

50 16 夫人林氏墓誌銘
林氏 / 

51 16 孫永叔墓誌銘 • 孫椿年 × 

52 16 林正仲墓誌銘 • 林願叔
53 16 夫人徐氏墓誌銘 / 徐氏 / 
54 16 提刑検詳王公墓誌銘 王問詩

55 17 著書知閤墓誌銘 察必勝

56 17 徐遁障墓誌銘 • 徐照 × 

57 17 運使直閣郎中王公墓誌銘 王開種

58 17 陳叔向墓誌銘 • 陳葵
59 17 責子耕墓誌銘 • 黄替
60 17 台州数授高君墓誌銘 高松

61 17 戴夫人墓誌銘 / 戴氏 / 
62 17 劉子恰墓誌銘 • 劉土偲 × 

63 17 劉夫人墓誌銘 / 劉善敬 / 
64 17 沈仲一墓誌銘 • 沈健仁 × 

65 17 胡崇種墓誌銘 • 胡樽
66 18 校書郎王公夷仲墓誌銘 • 王衡
67 18 華文閣待制知慶州銭公墓誌銘 銭之望

68 18 陳秀伯墓誌銘 • 陳発英 × 

69 18 著作佐郎銭君墓誌銘 銭易直

70 18 劉建翁墓誌銘 • 劉起晦
71 18 朝議大夫知慮州蒋公墓誌銘 罪事行簡

72 18 高令人墓誌銘 / 高氏 / 
73 18 葉君宗儒墓誌銘 • 築士寧 × 

74 18 李仲参墓誌銘 • 李伯鈎
75 18 靭請大夫主管i中佑観燦章侍郎陳公墓誌銘 陳景恩

76 19 太府少卿稲建遅刻直賓諜閣李公墓誌銘 李 i爽

77 19 中奉大夫太常少卿直l秘閣致仕欝公墓誌銘 百事 紹

78 19 園子監主簿周公墓誌銘 周泊
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79 19 建康府数授恵君墓誌銘 葱哲

80 19 草月奉郎致仕両首公墓誌銘 百社 寛

81 19 中奉大夫直龍岡悶司農卿林公墓誌銘 林淀

82 19 草櫨先生墓誌銘 林薦 × 

83 19 家事華史墓誌銘 • 哀直友
84 19 京西運宇IJ方公榊遁碑 方桜卿

85 20 文林郎前秘書省正字周君南仲墓誌銘 • 周南
86 20 賓諜閣直撃士贈光械大夫劉公墓誌銘 劉穎

87 20 故吏部侍郎劉公墓誌銘 劉瀬正

88 20 部子文墓誌銘 • 自1¥持正
89 20 虞夫人墓誌銘 / 虞氏 / 
90 20 故櫨部術書龍闘閑拳士黄公墓誌銘 黄度

91 20 太撃博士王君墓誌銘 王 度

92 21 車月請大夫直龍圃閣致仕j尤公墓誌銘 沈有閑

93 21 宜人鄭氏墓誌銘 / 鄭氏 / 
94 21 資謀関待制知隆輿府f余公墓誌銘 徐誼

95 21 中泰大夫向書工部侍郎曾公墓誌銘 曾 l斬

96 21 毛積夫墓誌銘 • 毛子中 × 

97 21 徐文淵墓昔、銘 • f余磯
98 21 故通直郎清流知!際何君墓誌銘 {可 i命

99 21 夫人陳氏墓誌銘 / 陳氏 / 
100 21 劉靖君墓誌銘 劉愚

101 21 鄭景元墓誌銘 • 郷伯英
102 21 東塘虚土墓誌銘 陳理 × 

103 21 中大夫直敷文閣雨漏運副越公墓誌銘 越善悉

104 22 属領街墓誌銘 腐仲方

105 22 越嬬人墓銘 / 楼氏 / 
106 22 故知慶州敷文閣待制醇公墓誌銘 醇弼

107 22 故朝奉大夫知峡州宋公墓誌銘 宋紹恭

108 22 放運副龍圃閣{寺郎孟公墓誌銘 孟猷
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109 22 太濡人唐氏墓誌銘 / 唐氏 / 
110 22 故大宗丞粂権度支郎官高公墓誌銘 高子潤

111 22 智彦升墓誌銘 • 告T呆
112 22 章仲至墓誌銘 • 撃墜
113 22 史進翁墓誌銘 • 史漸
114 22 林徳秀墓誌銘 • 林穎 × 

115 23 宣数郎夏君墓誌銘 夏庭簡

116 23 兵部倫書察公墓誌銘 察幼拳

117 23 福建運使直顛諜閤少卿越公墓誌、銘 越彦佼

118 23 故賓謀関待制知平江府越公墓銘 越彦繍

119 23 播人周氏墓誌銘 レ/周氏 / 
120 23 故大理正知裳州羅公墓誌銘 羅克開

121 23 夫人銭氏墓誌銘 / 銭氏 / 
122 23 朝議大夫秘書少監王公墓託、銘 王 栴

123 23 郭伯山墓誌銘 • 郭江
124 23 竹洲戴君墓誌銘 戴亀朋 × 

125 23 包願受墓記 • 包昂 × 

126 23 資政殿皐士参政橿密楊公墓誌銘 楊慰

127 24 夫人王氏墓誌銘 レ/王氏 / 
128 24 勝季度墓誌銘 • 勝成 × 

129 24 園子祭酒婚賓護閣待制李公墓誌銘 李鮮

130 24 周銭伯墓誌銘 • 周鼎臣
131 24 兵部尚書徽猷閤拳土越公墓誌銘 越師

132 24 長I車王公墓誌銘 王思文

133 24 故植密参政在公募誌銘 在勃

134 24 陳同甫王遁甫墓誌銘 • 陳亮
・------------------ー.ー-----ー. • 王自中

135 24 故知植密院事資政殿大挙士施公募誌銘 施師貼

136 25 宋廠父墓誌銘 • 宋駒
137 25 靭奉大夫知恵州養公墓誌銘 菱庭度
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138 25 陳慮士桃夫人墓誌銘 陳 f奇 × 

挑氏

139 25 孟逢甫墓誌、銘 • 孟導
140 25 黄観復墓誌銘 • 黄章
141 25 修職郎監和剤l局呉君墓誌銘 呉葵

142 25 戴悌墓誌銘 戴丁 × 

143 25 趨嬬人墓誌銘 / 越汝議 / 
144 25 朝請大夫提奉江州太平興圏宮陳公墓誌銘 陳言拒

145 25 陳民表墓誌銘 • 陳燦 × 

146 25 宋葛君墓誌銘 葛自得 × 

147 25 毛夫人墓表 し/産量 氏 ど三
148 25 母杜氏墓誌、 / 杜氏 / 

な
る
。
ま
た
葉
通
『
水
心
文
集
」

で
も
、
百
四
十
八
首
の
墓
誌
か
ら
女
性
(
草

猪
)
の
墓
誌
を
除
い
た
百
二
十
三
首
の
墓
誌
の
う
ち
、
三
五
・
八
%
に
あ
た
る
四

十
四
題
(
人
数
で
は
四
十
五
名
)
が
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

題
に
お
け
る
こ
う
し
た
繁
化
が
、
時
期
を
追
っ
て
し
だ
い
に
額
著
に
な
る
と
と

も
に
、
墓
誌
の
序
に
お
い
て
、
相
手
を
「
友
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

〔
表
二
〕

は
、
王
十
朋
・
藤
季
宣
・
陳
惇
良
・
葉
遁
の
文
集
か
ら
、

特
定
の
個
人
に
釘
し
て
「
友
」
と
呼
ん
で
い
る
用
例
を
拾
い
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

墓
誌
以
外
に
詩
、
祭
文
ゃ
、
各
種
の
序
記
も
含
め
て
奉
げ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

〔
表
二
〕
に
暴
げ
た
人
物
の
具
程
的
な
分
析
は
第
四
節
に
て
お
こ
な
う
こ
と
と
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し
て
、
こ
こ
で
は
、
表
を
一
貫
し
た
段
階
で
う
か
が
え
る
特
徴
に
つ
い
て
の
み
、

簡
皐
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
地
域
的
分
布
と
し
て
は
、
個
人
に
よ
っ
て

差
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
「
友
」
と
呼
ぶ
相
手
に
は
、
抽
総
じ
て
地
元
温
州
の
人
間

約
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
温
州
以
外
で
は
、
温
州
の
属
す
る
雨
漸
東
路
の

れ
れ
府
州
が
目
立
ち
、
そ
の
中
で
も
台
州
、
と
く
に
温
州
に
隣
接
し
た
黄
巌
時
仙
居

の情
牒
に
「
友
」
と
認
識
す
る
相
手
の
多
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
、
割

ム
合
と
し
て
多
く
は
な
い
も
の
の
、
遠
隔
地
の
「
友
」
も
見
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
科

×
 
の欄の{呂

奉
の
同
年
合
格
者
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
「
友
」
と
呼
ん
だ
相
手
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
官

職
に
就
い
て
い
た
者
が
比
較
的
多
い
が
、
官
職
・
官
位
が
ま

っ
た
く
確
認
で
き
な
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〔表二) I友」と認識した相手

CAJ 王十朋(1112-1171;温州幾j青豚;紹興27年(1157)朕元)自身の「友」

人名 出身地 撃問 典嫌 表現

1 毛宏 i且州集1青際 * 
補遺別附1 『梅渓先生文集j前集 「弟兄詑縞秀如君少、毘真

巻 1I寄毛虞卿j 相知濁我深。」

『梅渓先生文集』前集 「真集笑我篤狂客、…j

巻 2 I戯酬毛虞卿見
和J

2 孫自高 開封→曾稽 × 『梅渓先生文集』前集 「有友如君」

巻 1I迭子街如漸西j

3 余如晦 台州黄巌際 X 補遁44 『梅渓先生文集』前集 (左記の詩のタイトル)

王十朋門人 巻 4I迭黄巌三友j 剣1遜定、は下掲「観水記jに

4 鯛1遜志 。 × 補遺44 「又各贈ー絶」 も記載。

王十朋門人

5 施良臣 " × 補選44

王十朋門人

6 周仲頻 ワ × 補遺44 『梅渓先生文集』前集 「遁歳従師得葺真。J
王十朋門人 巻 5I周仲朔和詩贈以

前韻」

7 周光宗 ワ ワ 『梅渓先生文集』前集 「真み盟主室持参告太撃、

巻7I和燕i可南府秀才
迭周光宗」

8 I ~J 銀 i~州祭清原系 * 補遺44 f梅渓先生文集』前集 「葺真劉亙翠」
劉鐙(仰文 巻17 I~J 方叔待許集

蔚喜界侶)傍 序」

9 雨量良能 望書州義烏車率 * 補i量56 『梅渓先生文集J後集 「毘会毘ま真、天資週不章。
同 験氏(陳亮 巻 3I贈職叔奇牒尉J . (中略)…公鈴時過我、
門人)先緒 無j酉亦論文。」

10 査篠 j佐南東路泰州

* 『梅渓先生文集』後集 「取友四十歳、普天王ド交

海陵車系 巻12I迭元章改漕成都」 遊。」

11 閣安中 成都府路工日州

* 『梅渓先生文集』後集 I (盟 ・裟二同年過壁、把
臨JfI豚 同 巻13I三友堂」 酒論文於小書室。段別、因

12 梁介 成都府路成都

* 
自之日三友。)

府警整流際 同 了丑毘ま(!;、三人忽此逢。J

13 陳議 福建路興化軍 食 『梅渓先生文集J後集 「露宴卒生所願親、南来i渠
仙遊車率 巻201ft曾陳数授正仲」 喜得斯人。ー・J

14 周汝能 紹興府嫌際

* 補遺51 『梅渓先生文集』 後集 「明年春果擢嫌第、輿予篤

同 呂租謙向調 巻26I天香亭記」 毘託真。」

15 李大鼎 ワ つ補遺44 『梅渓先生文集』前集 「盤盗之南有E渓駕、曾-
王十朋門人 巻17I観水記j 原之水而東蹄者也、俗臼M

- 47-



632 

16 李庚 ワ ワ 補遺44 塗0 ・・ (中略) ・・顧謂諸友

王十朋門人 日 「孟圭橋観水有術、必

17 謝鵬 ワ × 補遺44 観其I刷。琵真今日之鋭、其

王十朋門人 有得於水乎?J時同行十有

18 謝皐朋 ワ × 
一人、杢左盤底・逝盟墨

盟.~王星塞・盤遜茎・
19 周千里 ワ × 補遺44 童_ill.堅二~.夏姐虚・墜

王十朋門人 1li.、予奥駕、不往者二人、

20 周震 ワ × 補選44 重皇盤 ・盤1&。庚午七月二

王十朋門人 十六日記。」

21 童侃 。 × 補遺44

王十朋門人

22 車E一唯 ワ × 補遺44

王十閉門人

23 夏伯虎 温州、l × 補遺44

玉十朋門人

24 陳贋 ワ × 

[BJ 務季宣 (1134-1173;温州永嘉l採)自身の「友」

l 陳博良 i且州永嘉際 * 撃案53 『浪語集j巻23r輿張 「妻鹿墜霊墾」
関l伯熊・欝 左司書」

季宣門人
ri.良語集』巻33r林南 「走之友陳鱒良君暴J
仲墓誌銘」

2 張 i享 i温州永嘉l際 特 製案52 『浪語集』巻35祭文 (左記の祭文タイトル)

務季宣向調 「友張淳等」

※『止策先生文集』巻 「星重典其真藍主盤・堅塁

47 r張忠甫墓誌銘」 JfL斉名於時、而二人皆仕
失。」

※ I止蔚先生文集j巻 「其真A藍塗」
51 r右泰議郎新檎鐙遣
常州借紫醇公行状」

※巨租謙rg東莱文集j 「其真蓋.i!J
巻7r醇常州墓誌銘j
『浪語集J巻35祭文 (左記の祭文タイトル)

3 郷伯熊 温州永嘉勝 * 磐案32
「友人張淳鄭伯熊」

呉松年議友

4 陳亮 婆州永康際 * 撃案56
『浪語集』巻35祭文 (左記の祭文タイトル)

剣l伯熊・丙 「永康友人陳亮議陳鱒

短門人 良」

5 劉朔 福建路輿化軍 * 撃案47
※『止草野先生文集』巻 「其真!::，秘書省正字劉盟」

背田県長 林光朝門人 51 r右奉議郎新植後遺
常州信一紫藤公行状」

- 48ー
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CCJ 際博良(1137-1203;温州瑞安!採;乾道8年(1172)進士)自身の「友」

l 丘奮 雨i折西路江陰 * 製案79 『止驚先生文集j巻 4 「戸部侍郎丘公、…其友生

T草 張拭・呂租 「迭丘宗卿帥萄」 丞基盤某、ぃ」

議向調

2 I ~室遁 温州永嘉勝 * 主算案55 『止蔚先生文集j巻27 「照書壇連奥臣瓦現鹿島!h
宮部伯熊門人 「僻莞貧録院岡修撰第 主授、・・」

一状J

3 楼鎗 明州鄭際 * 拳案79 『止策先生文集j容40 「葺真盤左監訪求得之、

朱裏私淑 「夏休井田譜序J

4 徐泳 温州平陽際 官k 『止驚先生文集j巻41 「茸真盆虚血登武場第、

「政徐薦伯詩集」

5 I i:尤健仁 ig州瑞安蘇 × 拳案53 『止薪先生文集j巻42 「葺真法畳二J
際停良門人 「政張貌公南軒四盆緩」

6 朱同之 ワ ワ 『止粛先生文集』巻44 「葺真金毘三之子名盤、字

「朱子名説」 車型。J

7 朱 舗 温州平陽豚 × 主事案53 『止策先生文集』巻46 「葺真玄堕之母」

隊傍良門人 「祭朱文昭母夫人」

『止草野先生文集J巻48 「茸真左豊富使来告葬日」
「朱公向機誌」

8 孫叔特 j且州永嘉勝? ワ 『止膏先生文集』巻47 「会事丞益鐙」

(委を永嘉懸に 「越夫人墓誌銘J
葬る)

9 郷伯熊 IE州永嘉勝 * 拳案32 『止粛先生文集j巻47 「又館於余鹿真盤量茎氏」

臭松年務友 「胡少賓墓誌銘j

10 張 i享 温州永嘉綜 特 拳案52 『止驚先生文集』巻47 「持葬、透墨田 I吾夫子

務季宣同調 「張忠甫墓誌銘j 之!h惟墜君在、且余家培、
銘夫子無以易君者JoJ

11 ~J 春 H!州永嘉l採 4迂 補遺53 『止資先生文集』巻48 「余方銘ζ真劉鎧杢未暇也、
同 陳縛良誘友 「陳子盆母夫人墓誌

銘」

12 徐誼 温州平陽車率、 * 祭案61 『止蔚先生文集j巻48 「子蓋、主真也。監道八年

同 陳鱒良 ・陸 「承事郎徐公墓誌銘」 吾友之同第進士者、濁余不

九i附向調 幸蚤孤、不透事父母、而諸

君之親向無慈、里中人往往

以篤賀。」

13 陳謙 ig州永嘉!孫 * 祭案53 『止務先生文集J巻49 「葺!h墜蓬盆之之従弟詳
同 陳侍良拳侶 「陳習之横誌J 童、字宣卒、安敷文閣直拳

士重公息M之姪孫女、知悉
遡理系量之女。J

14 王自中 1E州卒陽県長 * 祭案56 『止務先生文集j巻50 「嶋呼!此責真王君道重之

陳亮向調 「王遁甫横誌J 墓。」
L一一
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CDJ 葉通(1150-1223;i且州永嘉鯨;i享!配5年 (JJ78)携限)自身の 「友j

1 越燥 開封 -{:{ 補ii58 『水心文集j巻 6I迭 「茸真盟主?}!J
陸九淵製{日 定宣景明知江陵!際」

2 陳季雅 IE州永嘉県長 公 『水心文集J巻 6I迭 「餓我毘ま&J
同 隊彦撃」

3 孔冗忠 卒江府長洲際 -{:{ 祭君主55 『水心文集j巻 7I干し 「老夫一編未得妙、頗以舎
葉遁門人 復君架:tt貯書疏池累石 多矯世笑.茜友従余不復疑、

花薬環列」 棲磁寓巻j薗嫌少。」

4 林璃 台州黄巌l際 × 補遺69 『水心文集』巻 7I林 「輿子異州壌、取友四十
朱裏門人 叔和見訪遁奮感歎因以 年。」

第!精J

5 戴渓 iKi't州永嘉l採 * 拳案53 『水心文集』巻 7I戴 「老失平生(IJ
同 陳僻良同調 宵望挽詞二首」

6 郭時宗 台州仙居際 * 『水心文集』巻J1 I郭 「余毘主真監1刺史盗塁之
同 氏種徳を記」 段i支十年、 一」

7 胡徳i紹興府住金銚!採 -{:{ 撃案77 『水心文集J巻11I宋 「会真盟盆道知常州、|、…J
胡簿 (陸九 吏部侍郎事日公墓亭」

i開門人)家

挙

8 趨汝i轟 臨安府自主杭際 食 挙案55 I水心文集』巻11I茶 「会真盤盤皇、 鶴i曹湖南、
葉遁門人 陵軍減苗置祭記」 察而憐之。」

9 術淀 平江府昆山県系 * 補遺79 『水心文集j巻11I傑 「主真鐙霊還」
捕j淫(朱蕪 蔚蔵書記」

同調)家皐

10 林鼎 台州黄巌豚 * 補遺69 『水心文集j巻13I宋 「ー而致其婿埜盈之遮来請
朱裏門人 杜君墓誌銘」 銘。…盈、会真也、…」

II 著書 鋳 台州黄巌理系 * 『水心文集J巻14I忠 「余興君之子鍾善、・ (中
胡郎致仕察君墓誌、銘」 略)・鐘又日 「子一日嘗

j~我、父自扉窺之、日『此

可輿友也、 υJ'''J 

『水心文集』巻23I竹 「蓋lS姪童、請余銘。透父
洲戴君墓誌銘」 盟、主(I也、不得静。」

『水心文集』巻J1 I石 「亙萱書若干巻、承奉自~JÆ

を蔵書目序j 室温議之。(中略)・

君之従孫武与論E直、輿余目
寮、以詩而序之。」

12 王白中 温州平陽l採 -{:{ 拳案56 『水心文集』巻15I宋 「全真王道芸矯守、 日 J
同 陳亮向調 武奥郎新製造御前軍器

所監造官百円君墓誌銘」

13 劉瀬正 福建路輿化軍 -{:{ 拳案47 f水心文集』巻16I著 「余童橋事一公、既輿彊正

背国際 劉夙(林光 作正字二劉公墓誌銘」 第&、而盤堕質問年生。」

- 50一
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朝門人)家

撃

14 'J士偲 台州仙居l採 × 補遺55 『水心文集』巻17I劉 「主盤、字壬盤、会事也。J
業i直撃侶 子恰墓誌銘」

15 輩豊 婆州武義理系

* 
拳案73 『水心文集j港22I輩 「乏~仲至、重氏、 名皇。J

同 呂租謙門人 仲至墓誌銘」

16 'J允済 台州黄般車系 * 『水心文集J巻23I夫 「同年盆l使君、輿余素奮、
同 人銭氏墓誌銘J 其守丞造、常減騎数出、支

坐熟語、良薬也。… (中

略)…若使君信道執徳、移

始不安、則固余是真失。」

17 宋駒 紹興府山陰!採 * 芸書案55 『水心文集J巻25I宋 「蓋£真如君比不遇数人爾、
葉適門人 腹父墓誌銘」 数年開相纏死。悲夫!無以

寄自主老失。」

18 黄度 紹興府新昌豚 * 拳案53 『水心文集』巻25I黄 「承事郎提領所幹緋公事室
陳傍良拳侶 観復墓誌銘」 重字盟.m、会真種部倫書名

I!_仲子、…」

19 銚献可 婆州義烏際 × 補遺55 f水心文集J巻27I輿 「宴真雄差金J
業i直同調 黄巌林元秀書」

出身地・・・雨:折路の者は路名を省略。

言己競・・女=進士(食同=同年進士)、特=特奏名、 女=その他によ って官についた者、 x=無官)
与問 I宋元祭案』または I宋元撃案補遺Jの巻数を示す。
奥様...※の記競は、本人の文集以外の記事。

い
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
四
十
歳
代
半
ば
に
な
っ

て
賦
元
合
格
し
た
た
め
に
官
界
入
り
が
遅
か
っ
た
王
十
朋
の

最場
も合
多
く無
な官
つの
て者
し、 lこ
る宕針
。)し

て
ー「

友
Lー

と
呼
ん
で
し、

る
割
t.. 
ロ
が

思
想
面
と
の
開
わ
り
を
示
す
た
め
に
、

ひ
と
ま
ず
便
宜
的

に
で
は
あ
る
が
『
宋
元
拳
案
』
お
よ
び
『
宋
元
拳
案
補
遺
』

に
お
け
る
各
人
の
位
置
づ
け
も
、
併
せ
て
示
し
て
お
い
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
直
接
の
「
同
調
」
「
皐
侶
」
を
は
じ
め
と

し
て
、
拳
問
的
に
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
入
る
者
が
多
い
が
、

51ー

拳
問
の
系
統
か
ら
言
え
ば
少
し
離
れ
た
者
や
、
あ
る
い
は
拳

案
へ
の
記
載
の
な
い
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
自
身
の

「
門
人
」
に
封
し
て
「
友
」
と
稀
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に

も
気
づ
か
さ
れ
る
。

「友」

の

性

格

さ
て
、
「
朋
友
」
の
信
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
『
論
語
巴
に

繰
り
返
し
現
れ
、
さ
ら
に
『
孟
子
』
で
は
「
父
子
」
「
君
臣
」

「
夫
婦
」
「
長
幼
」
と
並
ん
で
五
倫
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、

五
倫
の
う
ち
、
他
の
四
者
が
縦
の
閥
係
で
あ
る
の



636 

に
釘
し
て
、
こ
の
「
朋
友
」
の
み
は
横
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
朋
友
の
概
念
が
、
も
と
も
と
経
書
に
お
い
て
い
か
な
る
特
色
を
も
っ
て

い
た
か
に
つ
い
て
は
、
文
化
を
媒
介
と
し
て
遁
の
完
成
へ
と
助
け
合
う
の
が
朋
友
の
本
領
で
あ
り
、
宿
命
的
で
は
な
く
契
約
的
な
結
合
で
あ
る

こ
と
か
ら
選
擦
の
自
由
が
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
文
化
を
媒
介
と
す
る
こ
と
か
ら
、
地
域
的
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
こ
と
な
ど
が
、
藤
川

(
お
)

正
敏
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
地
域
的
な
制
限
が
な
い
と
い
う
黙
は
、
前
節
の
表
か
ら
も
う
か
が
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、

確
か
に
「
友
」
に
地
元
の
者
が
多
い

と
し
て
も
、
決
し
て
地
元
の
み
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
宋
代
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
地
域
的
な
無
限
定
性
以
外
に
、
宋
代
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
意
味
合
い
で
「
友
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の

か
を
、
王
十
朋
・
醇
季
宣

・
陳
侍
良
・
葉
遁
の
文
集
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
友
人
に
よ
る
相
互
の
助
け
合
い
に
つ
い

て
は
、
と
く
に
墓
葬
の
よ
う
に
お
ろ
そ
か
に
し
が
た
い
場
面
に
関
連
し
て
、

し
ば
し
ば
言
及

- 52一

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

「水
心
文
集
』
巻
十
一
二
「墓
林
慮
士
墓
誌
銘」

で
は
、

慮
士
の
ま
ま
に
人
生
を
終
え
た
永
嘉
懸
の
何
停
に
針
し
、

お
く

よ

「
死
ぬ
る
の
目
、
其
の
友
翁
悦
は
肢
に
之
を
惜
徒
数
し
、
又
た
嘗
て
往
来
せ
る
者
を
率
い

て
駕
に
縛
り
、
始
め
て
西
山
崇
明
寺
の
努
に
葬
る
を
克

く
す
-
と
あ
る
よ
う
に
、
「
友
」
の
翁
悦

(
一一一一
一七
l

一二

O
五
)
が
、
交
際
の
あ

っ
た
者
に
も
呼
び
か
け
る
な
ど
し
て
、
入
棺
か
ら
埋
葬
ま

と
も

つ
〈

で
重
力
し
た
事
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

『同
」
巻
十
七
「
徐
遁
輝
墓
誌
銘
」
に
、
「
而
し
て
君
既
に
死
し
、
同
に
唐
詩
を
矯
り
し
者
は
、
徐
磯
、

字
は
文
淵
、
翁
巻
、
字
は
霊
針
、
越
師
秀
、
字
は
紫
芝
な
り
。
紫
芝
は
常
な
る
朋
友
を
集
め
、
之
を
療
し
且
つ
葬
る
こ
と
塔
山
・
林
額
の
爾
村

の
聞
に
在
り
」
と
あ
り
、
永
嘉
四
霊
と
し
て
知
ら
れ
る
詩
人
グ
ル
ー
プ
の
一
人
で
あ
る
徐
照
(
?
l
一
一一一

こ

が

亡
く
な

っ
た
際
に
、
四
霊

の
他
の
三
人
が
朋
友
と
し
て
、

や
は
り
残
と
埋
葬
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
、
父
を
亡
く
し
た
陳
埴
の
た
め
に

(
幻
)

「友
」
の
沈
倒
が
墓
の
場
所
を
卜
す
る
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
助
力
と
控
ん
で
墓
誌
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
が
、
拳
聞
に
お
け
る
友
人
関
係
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
葉
遁
は
、
自
身
の
門
人

で
台
州
黄
巌
豚
の
人
で
あ
る
丁
希
亮
(
二

四
六
l
二

九
二
)
(
字
は
少
魯
)
に
つ
い
て
、
「
既
に
し
て
少
屠
は
重
く
碩
儒
を
師
と
し
、
蓋
く
良



士
を
友
と
し
、
壷
く
名
言
を
聞
き
、
蓋
く
別
義
を
求
む
」
(
『水
心
文
集
』
巻
十
四
「
丁
少
鴛
墓
誌
銘
」
)
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
葉
遁
は
、
同
じ
く

門
人
で
文
才
の
あ
っ
た
部
持
正
(
生
波
年
不
明
)
に
つ
い
て
も
、
「
多
く
春
れ
を
朋
友
よ
り
得
」
(
『水
心
文
集
』
巻
二
十
「
部
子
文
墓
誌
銘
」
)
な
ど

と
記
し
て
い
る
。

A
l士
一
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
盆
友
は
平
生
親
し
む
を
願
う
所
な
り
、
南
来
し
て
斯
の
人
を
得

る
を
深
く
喜
ぶ
」
(
『梅
渓
先
生
文
集
」
後
集
巻
二
十
「
贈
陳
数
授
正
仲
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
雲
師
一
語
』
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
の
で
き
る
「
益
友
」
と

こ
う
し
た
傾
向
を
反
映
し
て
、
〔
表
二
〕

い
う
概
念
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
互
い
を
高
め
合
う
関
係
に
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
車
に
助
け
合
う
だ
け
で
な
く
、

「
朋
友
を
是
正
す
」
る
を
事
と
し
て
い
た
温
州
永
嘉
豚
の
張
淳
(
一
一
一
一
一

1
二
八
一
)
の
よ
う
な
者
も
い
た
(
『
止
薪
先
生
文
集
』
巻
四
十
七

「
張
忠
甫
墓
誌
銘
」
)
。

そ
し
て

E
い
高
め
合
う
こ
と
が
視
野
に
入
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
相
手
は
誰
で
も
よ
い
の
で
は
な
く
、
選
ぶ
と
い
う
要
素
が
入
っ
て
く
る
こ

え

ら

(

犯

)

と
に
な
る
。
墓
誌
な
ど
に
「
友
を
取
ぶ
」
と
い
う
表
現
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
友
人
関
係
の
選
揮
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

ゎ
a
H

台
州
黄
巌
牒
の
戴
亀
朋
(
二
四
六
1
一二
O
七
)
に
つ
い
て
、

「
君
は
少
く
し
て
苦
撃
し
、
友
を
取
れ
ば
必
ず
己
よ
り
勝
る
」
(
『
水
心
文
集
』
巻
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二
十
三
「
竹
洲
戴
君
墓
誌
銘
」
)
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
よ
り
優
れ
た
友
を
必
ず
選
ぶ
人
物
も
い
た
ほ
ど
で
あ
る
が
、
逆
に
、
「
良
友
は

や
す

得
易
か
ら
ず
」
(
『梅
渓
先
生
文
集
」
前
集
巻
九
「
和
醇
贈
張
秘
書
寄
高
大
年
先
之
申
之
」
)
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
識
的
な
選
擦
に
よ
る
関
係
は
、
互
い
の
逆
境
に
お
い
て
こ
そ
、
そ
の
結
び
つ
き
の
強
さ
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
、
っ

で
あ
る
。
王
十
朋
が
同
じ
築
清
牒
の
友
人
劉
鎮
(
〔
表
ニ
〕
、

A
l七
)
に
つ
い
て
、
「
往
事
は
異
に
塞
翁
が
馬
に
同
じ
」
(
『
梅
渓
先
生
文
集
」
前
集

巻
二
「
懐
劉
方
叔
粂
簡
金
之
用
前
韻
」
)
と
詠
む
。
何
が
過
ぎ
去
っ
た
「
往
事
」
か
と
言
え
ば
、
壬
成
(
二
四
二
)
二
月
八
日
の
践
に
よ
れ
ば
、

庚
申
(
二
四
O
)
の
秋
に
王
十
朗
が
科
奉
受
験
に
失
敗
し
、
選
揮
を
経
義
か
ら
詩
賦
へ
と
嬰
更
し
よ
う
と
し
出
げ
に
釘
し
、
劉
鎮
が
「
須
く

ぜ

っ

ぴ

つ

や

失
馬
の
事
を
知
る
べ
し
、
獲
麟
の
書
に
慶
む
る
こ
と
莫
か
れ
」
と
言
つ
て
な
ぐ
さ
め
て
く
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

(
認
)

な
か
な
か
進
士
合
格
を
し
な
か
っ
た
王
十
朋
は
、
紹
興
十
八
年
(
一

637 

一四
八
)
に
も
省
試
で
落
第
し
て
い
る
。
同
じ
く
築
清
豚
出
身
で
劉
鎮
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の
従
兄
に
あ
た
り
、
十
朋
と
長
い
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
劉
詮

三

二

0
1
一

は
じ
め
て
し
か
人

り
を
矯
し
、
辱
じ
け
な
く
も
最
も
厚
き
を
知
る
。
公
は
既
に
盆
仕
せ
る
に
、
某
は
猫
お
場
屋
に
困
し
む
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
た
う
え
で
、
「
歳
戊
辰
に
某
は
下
第
し
、
舎
選
の
就
ら
ざ
る
を
棄
て
ん
と
し
、
公
に
武
林
に
於
い
て
遇
え
ど
も
、
同
に
漸
江
を
渡
り
、
其

し
ゆ
っ

せ

は

げ

の
故
を
語
る
。
公
臼
く
、

『子
に
進
身
の
路
有
り
、
何
ぞ
乃
ち
自
棄
せ
ん
や
!
』
と
。
力
め
て
之
を
勉
ま
す
。
越
よ
り
撃
に
還
り
、
卒
に
合
法

ょ

に
由
り
進
む
は
、
公
の
力
な
り
」

(「
梅
渓
先
生
文
集
』
後
集
巻
二
十
九
「
劉
知
豚
墓
誌
銘
」
)
と
し
て
、
太
撃
上
舎
か
ら
の
進
士
合
格
を
あ
き
ら
め
て
臨

一
六
五
)

の
墓
誌
に
は
、

そ

れ

が

し

わ

か

「
某
は
少
く
し
て
公
と
筆
硯
の
交
わ

安
か
ら
漸
江
(
銭
椿
江
)
を
渡
っ
て
蹄
郷
し
て
い
た
十
朋
を
、
越
す
な
わ
ち
紹
興
府
か
ら
再
び
臨
安
へ
と
引
き
返
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
科
奉
不
合
格
の
者
を
精
神
的
に
支
え
績
け
る

「友
」
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
科
奉
合
格
の
遅
か
っ
た
王
十
朋
の
文
集
な
れ
ば
こ

そ
、
科
奉
失
敗
に
閲
す
る
文
章
や
詩
が
繰
り
返
し
登
場
し
や
す
い
わ
け
で
あ
る
が
、
首
時
の
科
奉
下
第
士
人
の
多
さ
を
考
え
る
と
、
こ
う
し
た

タ
イ
プ
の
友
人
開
係
の
存
在
は
、
史
料
に
あ
ら
わ
れ
た
以
上
に
賓
際
に
は
庚
い
範
園
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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科
奉
に
よ
る
官
員
登
用
の
本
格
化
や
、
そ
の
他
の
経
済
的
な
要
因
に
よ

っ
て
、
宋
代
の
一
吐
曾
的
流
動
性
は
前
代
に
比
べ
て
格
段
に
増
し
て
い

た
が
、
そ
う
し
た
中
で
、

〔
表
ニ
〕
に
示
し
た
よ
う
な
「
吾
友
」
「
予
友
」
「
余
友
」
な
ど
の
直
接
的
表
現
ゃ
、
本
節
で
見
て
き
た
よ
う
な
友
人

関
係
へ
の
言
及
の
増
加
は
、
友
情
の
も
つ
重
要
性
の
一
位
舎
的
高
ま
り
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四

地
域
社
曾
に
お
け
る

「友
」

さ
て
本
節
で
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
感
覚
を
以
て
認
識
さ
れ
て
い
た
「
友
」
関
係
が
、
賓
際
に
ど
の
よ
う
な
相
手
と
の
聞
で
む
す
ば
れ

て
い
た
の
か
を
、
第
二
節
の
表
に
列
島
宇
し
た
人
物
群
か
ら
さ
ぐ
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
前
提
と
し
て
、
「
友
」
と
呼
び
か
け
た
側
で
あ
る
王
十
朋
・
醇
季
宣
・
陳
鱒
良
・
葉
遁
ら
自
身
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
温
州
の
地
域

枇
舎
で
ど
の
よ
う
な
枇
曾
的
地
位
に
あ
っ
た
の
か
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
彼
ら
の
中
で
、
宋
代
温
州
に
お
い
て
最
も
有
力
な
名

族
の
出
身
で
あ
っ
た
の
が
欝
季
宣
で
あ
る
。
宋
代
に
醇
氏
一
族
は
、
血
縁
が
確
認
で
き
る
範
囲
だ
け
で
も
十
六
名
の
進
士
を
輩
出
し
て
お
り
、



醇
季
宣
自
身
の
父
徽
言
(
一

O
九
三
1
一一一一
一九
)
も
科
拳
官
僚
で
あ
石
v

こ
れ
に
封
し
、
他
の
三
人
は
進
士
合
格
者
の
父
や
先
祖
を
持
た
な
い
。
こ
の
う
ち
、
王
十
朋
の
王
氏
は
五
代
末
期
に
築
清
牒
に
移
住
し
て
農

(
お
}

業
を
い
と
な
ん
で
い
た
が
、
十
朋
の
祖
父
王
格
の
時
に
家
業
が
盛
ん
に
な
り
、
父
王
輔
が
儒
を
業
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
王
十
朋
自
身
が

「
吾
が
家
の
西
北
に
、
原
よ
り
回
二
頃
有
り
、
蓋
し
先
業
な
り
」
と
し
て
弟
の
王
百
朋
が
そ
こ
で
農
業
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い

る

(
『梅
渓
先
生
文
集
』
前
集
巻
十
七
「
代
笠
亭
記
」
)。
山
楽
清
豚
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
で
は
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
隣
の
永
嘉
勝
で
葉
遁
が
民
田
買

い
上
げ
の
プ
ラ
ン
を
示
し
た
際
の
、
三
十
畝
以
上
の
土
地
所
有
者
の
構
成
比
前
仁
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
二
頃
(
一
盲
畝
)
と
い
う
土
地
所
有
は
、

相
封
的
に
庚
い
面
積
の
土
地
所
有
だ
と
は
言
え
る
も
の
の
、
地
域
に
お
け
る
最
上
屠
ク
ラ
ス
の
土
地
所
有
者
に
ま
で
は
入
っ
て
い
な
い
く
ら
い

の
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

陳
傍
良
・
葉
遁
に
つ
い
て
は
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
陳
傍
良
も
曾
祖
父
・
租
父

・
父
と
も
に
宮
仕
え
を
し
て
お
ら
ず
、
父
の
代
か
ら
ょ
う

(
お
)

ゃ
く
讃
書
人
と
な
っ
た
が
、
惇
良
自
身
も
若
い
頃
は
貧
困
の
た
め
に
数
書
を
業
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
業
遁
も
、
曾
祖
父
は
太
築
上
舎
生
、
租

父
は
瑞
安
蘇
で
何
ら
か
の
向
学
生
を
し
て
い
た
と
見
ら
れ
、
父
は
童
子
相
手
の
数
師
で
あ
っ
た
が
、

(
お
)

共
通
し
て
い
る
。

や
は
り
官
職
を
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
は
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し
た
が
っ
て
、
温
州
の
地
域
枇
舎
に
お
い
て
、
醇
季
宣
を
除
く
王
十
朋
・
陳
倖
良
・
葉
遁
の
三
人
は
い
ず
れ
も
、
藤
氏
の
よ
う
な
官
員
を

代
々
輩
出
す
る
家
で
は
な
く
、
ま
た
と
び
き
り
に
慶
大
な
面
積
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
し
か
し
遅
く
と
も
父
親
の

世
代
ま
で
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
撃
聞
に
縁
の
あ
る
家
庭
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
彼
ら
も
、
挙
問
的
な
才
能

を
接
揮
し
、
ま
た
官
僚
と
し
て
の
地
位
を
得
る
に
し
た
が
っ
て
、
地
域
の
有
力
者
と
の
つ
な
が
り
は
密
接
と
な
り
、
そ
の
こ
と
は
、

た
と
え
ば

陳
侍
良
の
娘
が
藤
氏

一
族
に
嫁
い
だ
り
、
葉
通
が
北
宋
の
皇
后
を
出
し
た
高
氏
一
族
か
ら
嫁
を
迎
え
、
ま
た
そ
の
妻
の
妹
が
包
履
常

(
一
一
五

639 

四
1
一
一一

一七
)
と
結
婚
し
て
生
ん
だ
娘
が
や
は
り
藤
氏
一
族
に
嫁
ぐ
な
ど
、
翠
に
醇
季
宣
と
拳
問
的
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
温
州
随
一

(ω
〉

の
醇
氏
の
名
族
婚
姻
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
入
り
込
ん
で
行
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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つ
ぎ
に
、
以
上
の
よ
う
な
四
人
が
賓
際
に
「
友
」
と
呼
ん
だ
相
手
の
側
が
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
枇
曾

に
お
け
る
立
場
を
可
能
な
範
園
で
追
跡
し
な
が
ら
、
以
下
、
探
っ
て
い
き
た
い
。

〔
温
州
〕

ま
ず
、

四
人
に
と
っ
て
の
地
元
で
あ
る
温
州
内
部
の
「
友
」
に
は
、
第
二
節
の

〔
表
二
〕
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
議
友
」
「
門
人
」
な
ど
の

直
接
的
な
閥
係
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
ら
か
の
皐
問
的
な
結
び
つ
き
を
伴
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
「
同
年
」
な
ど
に
よ
っ
て
更
に
緊
密

な
つ
な
が
り
を
も
っ
た
場
合
も
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
地
元
の
「
友
」
た
ち
が
、
温
州
の
地
域
枇
舎
に
お
い
て
い
か
な
る
枇
曾
的
立
場
の
家
庭
の
出
身
で
あ
っ
た
か
を
見
る
と
、
〔
表
二
〕

に

参
げ
た
人
物
の
う
ち
に
は
、
本
人
が
官
職
に
就
い
て
い
た
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
既
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
元
で
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
築
い
て
い

る
場
合
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
陳
倖
良
の
「
友
」
で
あ
る
沈
韓
仁
(
一
一
五
O
l
一
一一一

一
)
は
、
自
身
は
官
職
に
就
か
な
か
っ
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た
が
、
先
祖
に
は
永
嘉
撃
波
の
先
駆
に
あ
た
る
周
行
己
ら
と
と
も
に
北
宋
の
太
拳
で
撃
ん
で
い
た
「
元
豊
太
盤
九
先
生
」
の
一
人
で
あ
る
沈
規

行
が
お
り
、
ま
た
、
帰
行
の
従
子
に
あ
た
る
沈
大
廉
が
建
炎
二
年
(
一一

一
一
八
)
に
進
士
合
格
を
果
た
し
て
監
察
御
史
や
提
勲
一帽
建
路
刑
獄
公

(“) 

事
な
ど
を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
弟
の
沈
大
経
も
進
士
出
身
で
は
な
い
も
の
の
津
浦
鯨
主
簿
の
官
職
を
授
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
「
先
に
呉
輿
よ
り
唐
の
乱
を
避
け
て
温
州
に
還
り
、
瑞
安
の
名
家
と
篤
る
」
(
『水
心
文
集
』
巻
十
七
「
沈
仲
一
墓
誌
銘
」
)
と
あ
る
よ
う
に

瑞
安
燃
の
「
名
家
」
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
た
。
そ
し
て
沈
程
仁
の
時
に
至
る
と
、
景
色
の
よ
い
北
湖
に
庭
園
・
居
室
の
あ
る
萱
竹
堂
を

つ
〈

つ
く
り
、
「
君
の
此
の
堂
を
矯
る
や
、
既
に
宗
族
を
収
合
し
、
同
に
其
の
和
平
を
養
う
」
(
『水
心
文
集
』
巻
九
「
沈
氏
萱
竹
堂
記
」
)
と
も
記
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
先
祖
に
官
職
に
就
い
た
人
物
が
い
な
い
場
合
で
も
、
そ
の
こ
と
が
即
ち
裕
一
噛
で
は
な
い
一
般
的
な
家
庭
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る

わ
け
で
は
な
い
。
科
奉
に
落
第
し
た
王
十
朋
を
励
ま
し
た
劉
詮

・
劉
鎮
の
従
兄
弟
は
、
曾
祖
父
・
祖
父
が
無
官
で
、
劉
詮
の
父
が
贈
官
を
受
け



ゆ
た
か

た
の
み
で
は
あ
る
が
、
地
元
に
お
い
て
は
、
「
劉
は
邑
に
在
り
で
は
著
姓
鴛
り
、
世
々
財
に
街
な
り
」
(
『
梅
渓
先
生
文
集
』
後
集
巻
二
十
九
「
劉

知
際
墓
誌
銘
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
叫
楽
清
勝
の
中
で
は
財
産
の
豊
か
な
著
姓
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
直
系
な
い
し
傍
系
の
先
祖
だ
け
で
な
く
、
姻
戚
閥
係
が
宋
代
の
地
域
社
舎
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
と

(
叫
)

く
に
ロ
パ
l
ト

・
ハ
イ
ム
ズ
氏
ら
に
よ
っ
て
強
調
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
陳
博
良
の

「
友
」
孫
叔
徳
に
つ

い
て
み
る
と
、
本
人
に
つ

い
て
は
地
方
志
を
含
む
他
の
史
料
で
は
何
ら
言
及
が
見
い
だ
せ
な
い
が
、
陳
停
良
が
撰
者
と
な
っ
た
孫
叔
特
の
妻
の
墓
誌
で
あ
る
「
趨
夫
人
墓

誌
銘
」
(
『止
策
先
生
文
集
』
巻
四
十
七
)
で
は
、
夫
人
の
父
趨
香
孫
は
郷
貢
進
士
(
奉
人
)
に
と
ど
ま
る
も
の
の
、
そ
の
越
氏
一
族
は
、
「
清
献
公

の
族
」
、
す
な
わ
ち
北
宋
官
僚
趨
芥
(
一

O
O
八
l
一
O
八
四
)
の
一
族
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
子
超
帆
が
照
寧
年
間
に
温
州
に
遁
剣
と
し
て

赴
任
し
て
来
た
こ
と
、
以
後
も
今
に
至
る
ま
で
進
士
合
格
者
が
乏
し
く
な
い
こ
と
、
孫
叔
特
の
息
子
た
ち
も
陳
停
良
と
交
遊
関
係
に
あ
る
こ
と

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
葉
通
の
「
友
」
で
同
年
進
士
の
陳
季
雅
(
一

四
七

一
九
こ
の
場
合
も
、
「
陳
彦
君
事
墓
誌
銘
」
(
『水
心
文
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集
』
港
十
四
)
に
、
曾
祖
父

・
祖
父
・
父
に
官
職
の
記
載
は
な
い
も
の
の
、
父
陳
裕
の
夫
人
劉
氏
の
父
劉
仲
光
に
つ
い
て
、
「
長
者
名
士
」
で
あ

(
伺
)

る
と
記
し
て
お
り
、
ま
た
地
方
志
に
よ
っ
て
も
乾
遁
二
年
二
二
ハ
六
)
の
進
士
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
こ
れ
ら
以
外
に
も
、
陳
侍
良
の
「
友
」
陳
謙
の
父
で
あ
る
陳
敦
化
は
、
「
家
に
百
金
を
累
ね
、
盆
々
能
く
増
修
す
」
と
し
て
、
一
族
や

郷
里
の
人
々
の
救
済
、
橋
梁
・
遁
路
の
整
備
や
凶
作
の
年
の
穀
物
の
卒
償
責
り
出
し
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
(
『浪
語
集
」
巻
三
十

つ
ま
り
多
額
の
金
を
有
し
、
慈
善
活
動
を
お
こ
な
い
得
る
徐
裕
を
も
っ
て
い
た
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

む
ら
ざ
と

ま
た
、
同
じ
く
陳
傍
良
が
「
友
」
と
呼
ん
だ
徐
誼
(
二
四
四
i

一二
O
八
)
の
父
徐
遁
哲
に
つ
い
て
陳
博
良
は
、
「
蓋
し
州
閣
の
長
老
に
し
て

四
・
行
状
「
陳
盆
之
父
」
)
。
「
百
金
」
、

嘗
て
公
を
識
る
者
は
、
誼
に
見
ゆ
れ
ば
即
ち
以
て
公
に
似
た
り
と
潟
し
て
喜
び
、
天
下
の
士
に
し
て
誼
を
識
る
者
は
、
或
い
は
公
に
見
え
て
又

た
誼
に
似
た
り
と
喜
ぶ
」
(
『
止
策
先
生
文
集
」
巻
四
十
八
「
承
事
郎
徐
公
墓
誌
銘
」
)
と
記
し
、

「
州
閣
の
長
老
」
の
聞
で
徐
迫
哲
が
知
名
度
の
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
う
し
た
家
庭
的
な
背
景
を
確
認
で
き
な
い
人
物
も
い
る
。
た
と
え
ば
、
陳
博
良
の
「
友
」
で
あ
り
門
人
で
も
あ
っ
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た
朱
傭
(
字
は
文
昭
)
は
、
「
文
昭
は
蓬
累
し
て
南
蕩
の
上
を
耕
し
、
山
水
は
墨
み
重
な
り
、
殻
耳
遮
は
落
落
と
し
て
、
人
は
其
の
能
く
陳
公
の
業

を
侍
う
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
南
雁
蕩
山
で
自
ら
耕
す
と
い
う
生
活
の
中
で
、
陳
侍
良
の
死
か
ら
久
し
く
し
て

『紀
年
備

一
百
容
を
撰
し
、
葉
通
が
そ
の
序
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
朱
縞
の
家
庭
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
朱
備
の
租
母
章
氏
が
太

拳
生
章
陸
の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
、
〔
表
一
一
〕
に
奉
げ
た
人
物
で
も
、
家
庭
紋
況
を
史
料
的
に
何
ら
確
認
の

遺で
き
な
い
人
物
も
い
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
直
系
の
先
租
に
官
職
保
有
者
が
な
い
者
の
場
合
で
も
、
地
域
社
舎
に
お
い
て
大
な
り
小
な
り
名
望
が
あ
り
、
ま
た

金
銭
的
に
も
か
な
り
豊
か
な
屠
が
比
較
的
多
い
一
方
で
、
家
庭
の
状
況
が
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
な
い
人
物
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
登
場
す

る
「
友
」
た
ち
の
階
層
が
必
ず
し
も
地
域
枇
舎
に
お
け
る
上
層
に
限
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
思
う
。

つ
ぎ
に
、
葉
遁
が
早
く
か
ら
閥
係
の
あ
っ
た
台
州
に
お
け
る
「
友
」
と
の
開
係
を
見
て
み
た
い
。
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〔ムロ州〕

ま
ず
、
葉
通
が
二
十
歳
に
達
し
な
い
未
冠
の
頃
か
ら
の
「
友
」
が
、
台
州
の
林
鶏
(
二
四
四
i
二

九
二
)
・
林
薦
(
二
四
六
1
一
一
一
一
六
)

の
兄
弟
で
あ
っ
た
。
決
し
て
裕
一
唱
で
は
な
か
っ
た
葉
通
は
、
十
六
歳
で
あ
っ
た
乾
遁
元
年
(
一
一
六
五
)
か
ら
十
九
歳
の
乾
遁
四
年

(
一
一
六

八
)
の
問
、
集
清
牒
白
石
に
て
童
子
を
教
え
て
生
計
を
た
て
な
が
ら
勉
撃
に
働
ん
で
い
た
。
州
境
は
こ
え
る
が
集
清
牒
の
隣
の
台
州
黄
巌
際
の

林
兄
弟
と
交
遊
関
係
を
も
っ
た
の
は
既
に
こ
の
頃
か
ら
と
さ
れ
、
そ
の
後
も
淳
照
八
年
(
二
八
二
に
林
蕪
に
迭
っ
た
手
紙
が
『
水
心
文
集
』

に
残
さ
れ
て
い
た
り
(
巻
二
十
七
「
輿
黄
巌
林
元
秀
書
」
)
、
嘉
定
元
年
(
一二

O
八
)
に
官
を
退
い
て
永
嘉
勝
水
心
村
に
戻
っ
て
き
た
葉
遁
を
林
璃

が
訪
問
し
、
嘉
定
四
年
に
は
林
薦
の
仲
介
で
黄
巌
豚
令
楊
圭
の
た
め
に
葉
遁
が
「
利
渉
橋
記
」

(『
水
心
文
集
」
単
位
十
)
を
つ
く
る
な
ど
、
確
認
で

(
灯
)

き
る
だ
け
で
も
長
期
の
交
際
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
兄
弟
の
死
に
際
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
針
し
て
祭
文
・
墓
誌
を
撰
し
て
い
る
。
兄

林
痛
は
科
悲
官
僚
と
な
り
、
弟
林
顛
は
一
生
官
途
に
縁
が
な
か
っ
た
が
、
林
婦
は
、
北
宋
期
に
黄
巌
豚
最
初
の
進
士
を
出
し
た
名
門
で
南
宋
末



期
に
杜
範
・
杜
瀞
ら
の
官
僚
を
輩
出
す
る
こ
と
に
な
る
杜
応
)
か
ら
妻
を
迎
え
て
お
り
、
こ
の
杜
氏
一
族
の
杜
椿

(
一
一
一
五
l

二
八
人
)
に
針

し
て
は
葉
遁
も
墓
誌
を
撰
し
て
い
る
(
『水
心
文
集
」
巻
十
三
)。

ま
た
、
同
じ
く
業
遁
が
「
友
」
と
呼
ん
だ
相
手
で
あ
る
察
鏑
(

四

一九

二

も
、
武
奉
に
よ
り
登
第
し
た
本
人
と
は
異
な
り
、
曾

祖
父
・
祖
父
・
父
と
も
に
賓
際
の
官
職
に
は
就
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
「
仕
う
る
を
得
ず
と
難
も
、
家
は
世
々
豪
族
な
り
」
(
『水
心
文

集
』
巻
十
四
「
忠
坊
郎
致
仕
察
君
墓
誌
銘
」
)
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
父
察
待
時
の
娘
(
察
鏑
の
姉
ま
た
は
妹
に
あ
た
る
)
が
嫁
い
だ
戴
亀
朋
の
戴
氏

(ω) 

も
、
官
一
和
六
年
二
一
二
四
)
進
士
の
戴
舜
欽
を
租
父
に
も
ち
、
「
族
数
十
を
緊
め
、
富
み
築
し
む
こ
と
累
世
な
り
」
(
『水
心
文
集
』
巻
二
十
三

「
竹
洲
戴
君
墓
誌
銘
」
)
と
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
黄
巌
際
で
有
力
な
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

」
こ
に
登
場
し
た
林
鶏
お
よ
び
察
錆
は
、

い
ず
れ
も
淳
照
九
年
(
二
八
二
)
に
朱
寮
(
一
一
一
一一O
i
一二
O
O
)
が
提
暴
雨
漸
東
路
常
卒
茶

盟
公
事
と
し
て
台
州
巡
現
に
来
た
際
に
、
才
能
を
買
わ
れ
て
閉
門
整
備
の
指
揮
監
督
を
ま
か
せ
ら
れ
て
い
る
。
思
想
史
的
に
は
朱
喜
…
と
の
関
係

が
強
調
さ
れ
、
林
蕪
・
林
燕
と
も
に
、

『宋
元
山
学
案
」
で
言
え
ば
朱
喜
…
の
門
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
交
遊
開
係
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
後
も
引
き
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績
き
葉
遁
と
の
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
察
鋳
と
葉
遁
と
は
、
察
鏑
の
父
の
墓
誌
に
「
余
と
君
の
子
鏑
と
は
善
し
」
(
前
掲
「
忠

湖
郎
致
仕
察
君
墓
誌
銘
」
)
と
し
て
仲
の
良
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
察
氏
の
家
は
蔵
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
家
で
も
あ
り
、
そ
の
戴
書
目

の
序
を
葉
遁
自
身
が
書
い
て
い
る
(
『水
心
文
集
」
巻
士
一
「
石
を
警
官
自
民
一
。

以
上
の
よ
う
に
、
台
州
の
黄
厳
牒
は
温
州
か
ら
近
く
、
葉
通
も
科
暴
合
格
前
の
早
く
か
ら
「
友
」
た
ち
と
繕
績
的
な
関
係
を
形
成
し
て
い
た

が
、
そ
の
「
友
」
た
ち
は
、
賞
巌
際
の
地
域
社
舎
に
お
い
て
一
定
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
持
ち
、
有
力
者
相
互
の
婚
姻
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て

い
る
人
々
で
あ
っ
た
。

〔
婆
州
〕
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台
州
の
場
合
と
同
様
に
、
葉
遁
が
進
士
合
格
す
る
前
か
ら
深
い
撃
問
的
交
流
の
あ
っ
た
の
が
、
婆
州
の
人
士
で
あ
っ
た
。
先
に
紛
れ
た
築
清
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燃
で
の
講
習
生
活
を
終
え
た
葉
通
は
、
以
後
、
乾
遁
四
年
(

一
六
八
)
か
ら
同
七
年

(

一
七
こ

の
期
間
、

お
よ
び
乾
遁
八
年
(

一
七
二
)
、

淳
照
二
年

(
二

七
五
)
の
計
三
度
に
わ
た

っ
て
、
婆
州
で
の
遊
撃
を
お
こ
な
う
。
こ
の
問
、
義
烏
豚
の
銚
献
可

(一

一
四
0
1
一一

九
六)、

東

陽
際
の
郭
良
臣
・
郭
良
瀬
、
、
水
康
際
の
陳
亮

(一一

四
=
了
二

九
四
)
の
家
に
遊
び
、
ま
た
武
義
鯨
明
招
山
に
目
租
謙

(
一
一
一
二
七
l

一

)¥、

一)
を
訪
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
葉
遁
自
身
が
「
友
」
と
呼
ぶ
史
料
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
銚
献
可
で
あ
り
、
同
じ
く
婆
州

出
身
者
で
後
に
葉
遁
の
「
友
」
と
な
っ
た
の
が
武
義
勝
の
輩
豊

(
二

四
八
l

一一一一

七
)
で
あ
る
。

(
引
)

銚
献
可
は
、
葉
通
が
台
州
の
林
鼎
の
紹
介
に
よ
っ
て
訪
れ
た
の
だ
が
、
曾
祖
父
・
祖
父
・
父
が
官
職
に
就
い
た
形
跡
は
な
く
、
彼
自
身
も
同

様
に
一
生
を
終
え
て
お
り
、
ま
た
科
奉
に
受
か
ら
な
い
銚
献
可
を
周
圏
の
人
々
が
貧
し
く
て
堪
え
ら
れ
な
い
の
で
は
と
心
配
し
て
い
た
こ
と
が

(
臼
)

彼
の
墓
誌
に
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
、
経
済
状
態
も
よ
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
針
し
て
、
輩
豊
は
三
歳
に
し
て
父
を
失
っ
た
が
、

い組
た白父
。)輩

庭
芝
は
紹
興
)¥ 
年

二二
八
)
進
士
、

お
じ
輩
湘
は
紹
興
十
二
年
(
一

一
型
乙
進
士
と
さ
れ
、
若
く
し
て
日
組
謙
の
も
と
で
拳
ん
で
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こ
の
婆
州
で
更
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
陳
亮
と
の
関
係
で
あ
る
。
永
嘉
凶
晶
子
汲
と
、
水
康
の
陳
亮
と
の
密
接
な
準
問
的
閥
係
に
つ
い
て
は
、

(

白
川
)

先
撃
に
よ
っ
て
既
に
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
賓
際
に
陳
亮
も
温
州
を
三
度
訪
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
聞
係
を
反
映
し

て
、
醇
季
宣
が

「
友
人
陳
亮
」
と
呼
ん
だ

(〔
表
ニ
〕

B

二
)
だ
け
で
な
く
、
逆
に
陳
亮
か
ら
も
永
嘉
肇
汲
の
人
物
に
封
し
て
「
友
」
と
呼
ん

だ
史
料
を
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
陳
停
良
に
封
し
て
「
吾
が
友
陳
停
良
君
奉
」
(
『
龍
川
集
』
巻
十
四
「
伊
洛
種
書
補
亡

序
」
)
、
葉
遮
に
封
し
て
「
吾
が
友
瑞
安
葉
適
正
則
」
(
『
同
』
巻
二
十
八
「
銭
叔
因
墓
誌
銘
」
)
と
呼
び
、
ま
た
彼
ら
の
師
に
あ
た
る
鄭
伯
熊

(
?
i

二
八
一
)
に
針
し
で
も

「
某
の
師
友
永
嘉
鄭
公
」

(
『
同
』
巻
十
五
「
迭
叔
組
主
筋
高
安
簿
序
」
)
、

「
吾
が
亡
友
」
(
「
同
』
巻
二
十
二
「
祭
郷
景
望
龍
圃

文
」
)
と
呼
ぶ
な
ど
し
て
い
る
。
務
季
宣
・
陳
傍
良
が
歴
代
経
籍
制
度
の
考
訂
に
よ
る
復
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
針
し
て
、
葉
遁
が
晩
年

(
日
)

の

『習
筆
記
言
序
目
』
に
お
い
て
理
撃
へ
の
批
判
を
強
め
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
陳
亮
と
の
度
重
な
る
機
舎
の
討
論
が
あ
り
、
し
た

が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
友
」
関
係
は
、
軍
に
思
想
面
で
の
一
定
の
類
似
性
に
よ
る
結
果
と
し
て
成
立
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
積
極
的
に



は
、
相
互
の
思
想
を
し
だ
い
に
蟹
化
さ
せ
る
数
果
を
も
持
ち
得
た
と
き
守
え
る
で
あ
ろ
う
。

淳
照
二
年
、
葉
遁
が
婆
州
に
三
度
目
の
遊
撃
を
し
た
際
、
葉
通
が
自
租
謙
を
訪
ね
た
の
は
陳
亮
の
紹
介
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
葉
通
が
そ

の
す
ぐ
後
の
淳
照
四
年
(
二
七
七
)
に
雨
漸
東
路
穂
運
司
の
漕
試
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
目
租
謙
と
仲
の
よ
か
っ
た
周
必
大
(
一
一

二
六
l

一二
O
四
)
の
門
客
と
し
て
参
加
で
き
た
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
翌
淳
照
五
年
(
二
八
八
)
に
葉
遁
が
傍
眼
で
進
士
合
格
し
た
時
に
、

日
組
謙
は
殿
試
考
官
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
葉
遁
の
進
士
合
格
に
深
い
縁
の
あ
っ
た
巴
租
謙
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
目
蒙
正
、
呂
夷
筒
、

(
日
)

呂
公
弼
・
口
口
公
著
ら
北
宋
の
有
力
政
治
家
た
ち
の
後
喬
に
あ
た
る
金
華
の
著
姓
望
族
の
一
員
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
、
同
じ
婆
州
で
目
粗
謙
と

関
係
の
深
か
っ
た
陳
亮
は
、
官
員
の
家
柄
で
は
な
く
、
回
二
百
畝
と
園
四
十
畝
を
「
先
祖
先
人
の
奮
業
」
と
す
る
「
中
産
」
で
あ
り
、
し
か
も

父
の
入
獄
な
ど
の
頃
に
は
土
地
無
し
に
さ
え
縛
落
し
て
い
る
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
決
し
て
富
豪
と
は
言
え
な
い
陳
亮
だ
が
、
贋
大
な

団
地
を
有
し
て
商
業
も
営
む
義
烏
豚
の
何
氏
か
ら
妻
を
迎
え
て
お
り
、
死
の
直
前
、
五
十
一
歳
で
朕
元
合
格
す
る
ま
で
の
長
い
時
期
を
奉
人
と

(
白

押

)

し
て
過
ご
し
て
い
た
陳
亮
は
、
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
強
力
な
支
え
を
得
て
い
た
。
そ
の
黙
で
は
、
裕
一
硝
な
家
庭
の
出
身
で
は
な
か
っ
た
も
の
の

北
宋
外
戚
の
子
孫
に
あ
た
る
高
氏
か
ら
妻
を
迎
え
た
葉
遁
の
場
合
と
、
相
い
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
陳
亮
が
、
妻
の
弟
で
あ
る
何
大
猷

た
か

(
二
六
一
丁
二
九
O
)
の
祭
文
に
、
「
鳴
呼
、
恩
は
姻
戚
よ
り
隆
き
こ
と
莫
く
、
義
は
朋
友
よ
り
重
き
こ
と
莫
し
」
(
『
能
川
集
』
巻
二
十
四

「
祭
妻
弟
何
少
嘉
文
」
)
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
挙
問
的
才
能
を
有
し
た
人
物
が
、
姻
戚
開
係
と
友
人
関
係
を
と
も
に
必
要
と
し
な
が
ら
生
き
て
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い
る
朕
況
を
ま
さ
に
象
徴
し
た
言
葉
で
あ
る
と
い
え
る
。

〔
卒
、
江
府
〕

台
州
・
婆
州
は
温
州
と
同
じ
雨
漸
東
路
に
属
す
る
が
、
漸
東
で
は
な
い
府
州
で
あ
り
な
が
ら
業
遁
の
「
友
」
が
二
人
含
ま
れ
て
い
る
の
が
卒

江
府
(
蘇
州
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
進
士
合
格
後
、

母
の
服
喪
が
満
ち
て
ま
も
な
く
し
て
、
淳
配
…
八
年
(
二
八
こ
に
三
十
二
歳
の
葉
遁
が
漸

西
提
刑
司
幹
緋
公
事
と
し
て
賓
際
に
赴
任
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
以
後
、
淳
照
十
二
年
(
二
八
五
)
各
ま
で
の
問
、
葉
遁
は
こ
の
任

645 
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に
あ
り
、
同
時
に
平
江
府
に
て
講
挙
活
動
を
お
こ
な
い
、
孟
猷

(
二
五
六
l

一
一
一
一
六
)
・
孟
導

(一

一六
O
l
一
二
一一
O
)
兄
弟
、
際
環

(一一

五
四
l

=

二
八
)
、
周
南

(一

一
五
九
l
二
二
三
)
、
孔
元
忠

(一一

五
七
l
二

三
四
)、
王
大
受
な
ど
、
多
く
の
門
人
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
人
物
た
ち
と
関
わ
り
の
深
か

っ
た
衡
提
を
葉
遁
は
「
余
の
友
」
と
呼
び
、
ま
た
葉
遁
は
後
に
孔
元
忠
の
こ
と
を
詠
ん
だ
詩
の
中
で
「
奮
友
」

と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
衛
涯
は
、
政
和
八
年

(一

一
一
八
)
の
進
士
で
あ
る
租
父
衛
関

(一

O
九
0
1
一
一
五
一)
、
伯
父
街
時
敏

(
二
三
三
l

一
八
O
)
、

父
衛
季
敏

(
二

三
七
i
一二
O
O
)
、
淳
照
十

一
年

(
一一

八
四
)
に
朕
元
と
な
る
兄
衛
浬
、
慶
元
五
年

(一

一
九
九
)
進
士
と
な
る
弟
衛
沢
、
嘉

定
元
年

(
二
一

O
八
)
進
士
と
な
る
弟
衛
沫
・
衛
沿
な
ど
、
官
僚
を
績
々
と
輩
出
す
る
家
の
人
物
で
あ
っ
た
。
街
濯
も
科
暴
に
は
合
格
し
な
か

っ
た
も
の
の
、

『櫨
記
集
説
』
百
六
十
巻
を
撰
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
衛
氏
は
、
南
宋
期
卒
江
府
に
お
け
る
有
数
の
名
族
で
あ
り
、
ま
た
、

葉
遁
の
議
撃
に
従

っ
て
い
た
人
士
た
ち
と
も
、
た
と
え
ば
周
南
の
娘
が
街
浬
の
息
子
で
あ
る
衛
撲
に
嫁
し
、
婚
姻
関
係
に
よ
る
結
び
つ
き
を
形

そ
の
周
南
と
仲
が
よ
く
、
業
遁
の
高
弟
で
あ

っ
た
孔
元
忠
は
、
南
宋
初
に
張
俊
に
し
た
が
っ
て
功
を
あ
げ
て
官
に
補
せ
ら
れ
た
孔
遁
の
子
で

あ
り
、
科
奉
に
は
合
格
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
が
官
職
に
つ
き
、

『論
語
紗
』
十
巻
な
ど
を
著
し
て
い
る
。
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成
し
て
い
た
。

葉
通
の
「
友
」
と
し
て
確
認
で
き
る
衛
混
と
孔
元
忠
の
二
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
と
も
に
裁
書
家
で
あ

っ
た
黙
で
あ
る
。
業
遁
は
街
淀

の
蔵
書
に
つ
い
て
「
酷
だ
書
を
晴
み
、
山
東
林
列
し
、
機
粛
を
起
て
て
以
て
之
を
裁
め
、
弟
兄
筆
子
と
輿
に
中
に
於
い
て
習
業
す
」

(『
水
心

わ
た
し

「
橡
粛
蔵
書
記
」
)
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
葉
遁
は
孔
元
忠
に
つ
い
て
も
、
「
老
夫
は
一
編
も
妙
を
得
、ざ
る
も
、
頗
る
書
の
多
き
を

文
集
」
巻
十

一

以
て
世
の
笑
と
矯
る
。
奮
友
は
余
に
従
い
て
復
た
疑
わ
ず
、
棲
裁
首
向
巻
な
れ
ど
も
猫
お
少
な
き
を
嫌
う
」
(
『水
心
文
集
」
巻
七
「
孔
復
君
架
棲
貯

蓄
疏
池
累
石
花
薬
環
列
」
)
と
記
し
て
い
る
。

比
較
的
長
生
き
の
葉
遁
は
、
平
江
府
赴
任
時
期
の
自
分
よ
り
年
下
の
門
人
た
ち
に
釘
し
で
も
、
数
多
く
祭
文
や
墓
誌
を
撰
し
て
い
る
。
そ
れ

(
日
)

に
よ
れ
ば
、
結
局
官
に
就
か
な
か
っ
た
勝
成
は
、
曾
祖
父
・
祖
父
・
父
が
い
ず
れ
も
官
職
に
就
い
て
お
り
、
逆
に
紹
照
元
年
進
士
と
な
っ
た
周



(
臼
)

南
は
、
父
が
承
奉
郎
を
お
そ
ら
く
は
贈
ら
れ
た
だ
け
で
曾
祖
父
・
租
父
に
官
歴
が
確
認
で
き
な
い
な
ど
、
出
身
の
家
庭
環
境
や
本
人
の
履
歴
は

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
葉
通
は
晩
年
ま
で
彼
ら
と
の
連
絡
を
保
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
周
南
に
封
し
て
は
文
集
の
後
序
ま
で
撰
し

て
い
る
。
た
だ
、
同
じ
葉
遁
の
門
人
で
も
、
孟
猷
・
孟
導
兄
弟
は
、
北
宋
哲
宗
の
孟
皇
后
の
兄
孟
忠
厚
の
孫
に
あ
た
っ
て
お
り
、
衛
氏
一
族
の

場
合
な
ど
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
業
遁
が
卒
江
府
で
親
し
く
し
て
い
た
拳
問
仲
間
は
、
卒
江
府
で
名
望
あ
る
一
族
を
め
ぐ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
|

ク
と
重
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
比
較
的
多
く
の
「
友
」
が
見
ら
れ
る
地
域
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
社
舎
で
の
位
置
づ
け
を
で
き
る
だ
け
踏
ま
え
つ
つ
、
「
友
」

が
ど
の
よ
う
な
人
物
た
ち
で
あ
る
か
を
見
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
以
外
の
「
友
」
の
事
例
も
あ
わ
せ
て
、
王
十
朋
・
古
昨
季
宣
・
陳
侍
良
・
葉

遁
ら
と
「
友
」
と
の
関
係
の
性
格
を
、

三
黙
に
分
け
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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「
友
」
の
相
識
性

本
稿
で
は
賓
際
に
「
友
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
事
例
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
断
片
的
に
登
場
す
る
人
物
の
場
合
を
の
ぞ
く
と
、
多

く
の
場
合
に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
の
関
係
、

地
元
あ
る
い
は
任
地
に
て
密
接
な
交
流
、
あ
る
い
は
同
年
進
士
・
同
郷
な
ど
で
な
ん
ら
か

の
共
通
項
の
存
在
な
ど
を
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、

「
友
」
と

い
う
用
語
は
、
表
面
的
・
儀
種
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
決
し

て
多
く
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
伎
に
表
面
的
に
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
少
な
く
と
も
不
自
然
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
関
係
の
存
在
を
前

提
に
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
判
断
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

し
た
が
っ
て
、
岐
に
奉
げ
た
諸
例
以
外
で
は
、
他
路
・
他
府
州
の
出
身
者
で
温
州
に
赴
任
し
て
き
た
者
の
場
合
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

一
噛
建
路
の
出
身
で
、
陳
偉
良
が
醇
季
宣
の
「
友
人
」
で
あ
る
と
記
し
た
劉
朔

(一

七

一七
O
)
、
お
よ
び
葉
適
が
「
友
」
と
し
た
劉
蒲
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正
(
二
五
七
l
一
一
二
三
)
の
場
合
は
、
劉
朔
と
そ
の
兄
劉
夙
(
一一

一一四
l
二

七

一)
が
、
弟
が
温
州
戸
曹
(
司
戸
参
軍
)
と
し
て
、
兄
が
温

州
州
拳
敬
授
、
知
温
州
と
し
て
、
相
次
い
で
温
州
に
赴
任
し
て
お
り
、
ま
た
、
葉
遁
は
、
「
余
、
童
需
に
し
て
二
公
に
事
え
、
既
に
禰
正
と
友
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と
矯
り
、
而
し
て
起
晦
は
賓
に
同
年
生
な
り
」

(『水
心
文
集
」
巻
十
六
「
著
作
正
字
二
劉
公
墓
誌
銘
」
)
と
述
べ
、
子
供
の
時
に
既
に
劉
夙

・
劉
朔

の
二
公
に
つ
か
え
、
劉
夙
の
子
で
あ
る
劉
嫡
正
と
は
首
時
か
ら
「
友
」
と
な
り
、
劉
朔
の
子
で
あ
る
劉
起
晦
は
「
同
年
生
」
、
す
な
わ
ち
淳
配
…

五
年
の
同
年
進
士
と
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
陳
停
良
が
「
吾
が
友
」
と
稽
し
た
明
州
出
身
の
棲
鎗

(
二

三
七
1
一

二
二
ニ
)
も
、
温
州
州
内
字
数
授
、
お
よ
び
知
温
州
と
し
て
赴
任
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
陳
侍
良
ら
温
州
の
「
賢
士
」
と
交
流
を

も
ち
、
永
嘉
島
干
汲
に
釘
す
る
理
解
も
深
か

っ
た
。
温
州
赴
任
の
例
で
は
な
い
が
、
葉
遁
が
「
余
の
友
」
と
呼
ん
だ
胡
衝
は
、
明
州
通
判
を
し
て

い
た
嘉
定
六
年

(
一
二
二
ニ
)
に
父
胡
揮
の
墓
誌
執
筆
を
依
頼
す
る
た
め
に
温
州
に
来
て
い
る
よ
う
な
ケ
!
ス
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
逆
に
、
温
州
か
ら
離
れ
た
任
地
で
奮
交
を
暖
め
る
ケ
1
ス
も
見
ら
れ
た
。
紹
興
二
十
七
年

(
二

五
七
)
に
紋
元
と
な
っ
た
王
十
朋
は
、

た
ま
た
ま
乾
遁
二
年

ご
二
ハ
六
)
に
知
愛
州
と
し
て
任
地
に
あ
っ
た
時
、
と
も
に
四
川
出
身
の
同
年
友
で
あ
る
袴
眼
の
閣
安
中
、
探
花
の
梁

介
の
二
人
と
再
舎
を
果
た
し
て
い
る
。
「
同
年
」
で
あ
る
こ
と
は
、

〔
表
ニ
〕
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
友
」
の
関
係
を
成
立
さ
せ
や
す
い
要

素
を
も
っ
て
お
り
六
十
九
、
王
十
朋
も
「
小
書
室
に
於
い
て
酒
を
把
り
文
を
論
ず
」

(『
梅
渓
先
生
文
集
』
後
集
巻
十
三

「三
友
金
」
)
と
し
て
「
同

年
友
」
と
の
議
論
を
楽
し
ん
だ
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
友
」
関
係
に
お
い
て
は
互
い
に
相
識
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
、
遠
隔
地
の
「
友
」
が
必
ず
し
も
多
い
わ
け
で
は

な
い
。
「
友
」
は
「
地
域
的
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
」
が
、
同
時
に
、
昔
時
の
交
通
事
情
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
曾
う
頻
度
の
高
さ
か
ら
、

「
友
」
開
係
が
同
じ
州
や
同
じ
路
の
中
で
形
成
さ
れ
や
す
い
こ
と
も
事
賓
と
言
え
よ
う
。

( 

) 

「
友
」
開
係
の
放
用

「
友
」
の
開
係
に
お
い
て
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
互
い
に
高
め
合
う
こ
と
が
一
つ
の
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
相
互
開

係
に

つ
い

て
の
記
述
の
中
で
し
ば
し
ば
議
論
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
も

一つ

の
表
れ
と
き守
え
る
。
既
に
参
げ
た
例
以
外
で
も
、

た
と
え

ば
、
陳
停
良
と
そ
の
同
年
友
で
あ

っ
た
劉
春

(一

と
も同
に
太
撃
に
入
り
、
同
に
乾
遁
八
年
進
士
と
矯
り
、
議
論
の
往
復
は
最
も
密
に
し
て
、
至
り
て
相
好
な
り
」
(
『止
融
制
先
生
文
集
』
巻
四
十
八
「
劉

一
一一一
六
l
二

八
O
)
(字
は
端
木
)
と
の
間
柄
に
つ
い
て
、
陳
傍
良
自
身
は
「
余
と
端
木
と
は



端
木
墓
誌
銘
」
)
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
王
十
朋
に
つ
い
て
は
同
年
友
た
ち
と
酒
を
飲
ん
で
文
を
論
じ
た
例
を
先
に
掲
げ
た
が
、
王
十
朋
は
婆

州
義
烏
牒
出
身
で
「
同
舎
同
年
友
」
で
あ
る
験
良
能
(
字
は
叔
奇
)
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
叔
奇
は
舎
稽
に
掻
職
し
、
公
事
の
暇
に
、
必
ず
僕

を
民
事
堂
に
訪
ね
、
終
夕
、
文
を
論
ず
」
と
前
置
き
し
た
う
え
で
、

「
公
は
絵
時
に
我
を
過
ぎ
れ
ば
、
酒
無
く
と
も
亦
た
文
を
論
ず
」
(
『梅
渓

先
生
文
集
」
後
集
巻
一一一
「
贈
聡
叔
奇
蘇
尉
」
)
と
、
紹
興
府
築
判
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
時
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。

先
に
陳
亮
と
永
嘉
準
採
と
の
開
係
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
相
互
の
議
論
に
よ
る
意
見
交
換
は
思
想
形
成
に
ま
で
影
響
を
も
っ
た
も
の
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
う
し
た
「
友
」
に
よ
る
議
論
は
、
著
名
な
思
想
家
が
著
名
な
思
想
家
の
聞
で
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

『宋
元
拳

案
』
に
は
登
場
せ
ず
に
『
宋
元
事
案
補
遺
』
に
な
っ
て
よ
う
や
く
陳
停
良
の
「
講
友
」
と
し
て
名
を
連
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
劉
春
の
よ
う
な

人
物
と
の
聞
で
も
、

さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
は
皐
問
面
で
の
い
わ
ば
建
設
的
な
数
用
で
あ
る
が
、
他
方
で
、
こ
う
し
た
「
友
」
関
係
が
官
界
に
入
り
、
ま
た
昇
進
を
し
て
い
く
う
え
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で
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
も
附
け
加
え
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
葉
遁
が
婆
州
に
て
陳
亮
を
通
し
て
邑
租
謙
人
服
へ
の
つ
な
が
り
を
つ
け
た

こ
と
が
、
彼
の
進
士
合
格
に
有
利
な
候
件
を
提
供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
絹
れ
た
が
、
逆
に
葉
遁
も
、
官
界
で
の
地
位
の
上
昇
に
と
も
な

っ
て
、
淳
照
十
五
年
ご
一
八
八
)
に
は
右
丞
相
周
必
大
に
射
し
、
陳
停
良

・
劉
清
之
・
勾
昌
泰
・
祝
環
・
石
斗
文
・
陸
九
淵
・
沈
燦
・
王

謙

・
豊
誼
・
章
穎

・
陳
損
之
・
鄭
伯
英
・
黄
支
・
王
叔
簡
・
馬
大
同

-E
租
倹
・
石
{
一
ホ
昭

・
活
伸
縮

・
徐
誼
・
楊
簡

・
活
景
憲

・
徐
元
徳

・
戴

渓

・
察
骸
・
岳
甫
・

王
栴
・
務
九
言
・
呉
鑑

・
項
安
世
・
劉
倫
・
箭
溌
・
林
諸
問
・

愛車管

・
屡
徳
明
の
計
三
十
四
名
を
推
薦
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
嘗
時
の
著
名
な
思
想
家
た
ち
と
と
も
に
、
〔
表
一
一
〕
に
陳
停
良
や
葉
通
の
「
友
」
と
し
て
奉
げ
た
徐
誼
・
戴
渓
・
林
鼎
ら
が
推
薦
さ
れ
、

ま
た
、
口
口
組
謙
の
弟
呂
祖
倹
、
鄭
伯
熊
の
弟
鄭
伯
英
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
泰
三
年

ご

二
O
三
)
に
は
、
楼
鎗
・

E
宮
・
責
度

(η
)
 

を
推
薦
し
て
い
る
が
、
こ
の
三
人
は
や
は
り
い
ず
れ
も
〔
表
ニ
〕
に
陳
傍
良
ま
た
は
葉
適
の
「
友
」
と
し
て
登
場
す
る
人
物
ば
か
り
で
あ
る
。

葉
遁
は
他
に
、
陳
亮
の
子
ま
で
推
薦
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

「友
」
に
よ
る
助
け
合
い
は
、
人
事
面
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
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( 

一、ーノ

地
域
枇
舎
に
お
け
る
階
層
性

最
後
に
、
地
域
枇
舎
に
お
け
る
階
層
性
の
覗
黙
か
ら
、
「
友
」
の
あ
り
方
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
本
節
の
最
初
に
も
遮
べ
た
よ
う
に
、
温

州
随
一
の
名
族
藤
氏
の
出
身
で
あ
る
醇
季
宣
を
の
ぞ
く
と
、
王
十
朋
・
陳
停
良
・
葉
適
ら
は
、
裕
福
で
何
の
不
自
由
も
な
く
撃
聞
に
打
ち
込
め

る
環
境
に
い
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
「
友
」
に
は
曾
祖
父
・
租
父
・
父
の
三
代
に
わ
た
っ
て
有
官
者
が
確
認
で
き

(η) 

な
い
者
や
、
結
局
は
科
奉
合
格
で
き
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
者
が
、
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
史
料
か
ら
う
か
が
え
る

「
友
」
た
ち
が
、
決
し
て
官
僚
や
慶
大
な
土
地
の
所
有
者
ば
か
り
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
流
動
性
の
高
ま
っ
た
宋
代
の
地
域
枇
舎
の
新
た
な
姿

を
反
映
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
同
時
に
、
こ
う
し
た
「
友
」
の
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
枇
舎
に
お
い
て
名
望
を
有
し
た
と
さ
れ
る
一
族
の
出
身
者
が
数
多
く
お
り
、

ま
た
賓
際
に
代
々
官
員
を
輩
出
し
績
け
て
い
る
一
族
も
確
賓
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
、
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
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も
、
こ
う
し
た
「
友
」
を
遇
し
て
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
葉
遁
や
陳
亮
の
よ
う
に
才
能
あ
る
若
者
が
外
戚
の
流
れ
を
汲
む
名
族
や
慶
大
な
土
地

を
有
す
る
一
族
か
ら
妻
を
迎
え
て
い
た
こ
と
は
、
地
域
社
曾
や
官
界
で
の
し
上
が
っ
て
い
く
た
め
に
、
軍
に
個
人
的
な
賓
力
だ
け
で
は
な
い
も

の
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
「
友
」
や
、
あ
る
い
は
そ
の
関
係
す
る
人
物
に
、
戴
書
家
が
し
ば

し
ば
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
卒
江
府
の
衝
淀
・
孔
元
忠
、
台
州
黄
殿
前
脚
の
察
瑞
、
ま
た
言
及
は
し
な
か
っ
た
が
明
州
鄭
牒
の
棲
鎗
も
滋
美
月

氏
が
蔵
書
家
に
教
え
て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
、
「
友
」
本
人
が
戴
書
家
で
あ
る
事
例
で
は
な
い
が
、
葉
遁
が
「
余
の
友
」
と
呼
ん
だ
紹
興
府
新

昌
牒
の
責
度
(
一

一一一一
八
l

一一一一一一
一)
の
{
忽
は
、

そ
の
父
黄
仁
静
の
時
に
「
田
二
十
頃
を
有
す
」
に
至
っ
た
「
越
の
聞
家
」
で
あ
る
と
さ
れ

(「水
心
文
集
」
巻
十
五
「
朝
奉
大
夫
致
仕
黄
公
墓
誌
銘
」
)
、
黄
度
は
、
陳
倖
良
と
も
「
論
議
は
頗
る
相
い
出
入
す
」
(
『水
心
文
集
』
巻
十
二

「
黄
文
叔

周
種
序
」
)
と
あ
る
よ
う
に
相
互
に
議
論
す
る
仲
の
拳
侶
で
あ
っ
た
。
陳
博
良
自
身
に
よ
れ
ば
、
「
越
の
新
昌
の
姓
は
、
石
・
呂
・
貰
を
大
と
矯

す
。
余
、
嘗
て
黄
度
文
叔
の
家
に
館
し
、
石

-
E二
氏
と
遊
ぶ
を
得
、
其
の
子
弟
は
多
く
予
の
撃
に
従
う
」
(
『止
薪
先
生
文
集
」
巻
四
十
九
「
修



職
郎
呂
公
墓
誌
銘
」
)
と
あ
る
よ
う
に
、
陳
偉
良
は
黄
度
の
家
に
泊
ま
り
、
石
氏
・
呂
氏
の
人
々
と
も
交
流
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
石
氏
と
は
、

葉
通
が
推
薦
し
た
三
十
四
名
の
中
に
名
が
奉
が
っ
て
い
る
石
宗
昭
ゃ
、
そ
の
従
兄
石
斗
文
(
一
一
一
一
九
l
一
一
八
九
)
の
一
族
で
あ
り
、
石
斗
文

の
祭
文
に
「
書
慨
は
未
だ
嘗
て
親
し
ま
ざ
る
は
な
く
、
而
し
て
書
味
は
厭
厳
に
し
て
優
柔
な
り
」
(
陳
亮

『龍
川
集
』
巻
二
十
四
「
祭
石
天
民
知
箪

文
」
)
と
し
て
、
護
ま
な
い
書
籍
は
な
く
、
し
か
も
そ
れ
を
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
戴
書
で
知
ら
れ
た

(
社
)

家
で
あ
っ
た
。
陳
倖
良
と
同
じ
瑞
安
牒
の
出
身
で
「
余
に
従
い
て
遊
ぶ
こ
と
最
も
久
し
」
と
言
わ
れ
た
林
居
賓

(
?
l
二
七
五
)
(
字
は
安
之
)

も
、
陳
停
良
が
「
曾
稽
の
石
氏
戴
書
房
に
寓
す
る
に
、
至
る
者
蓋
し
百
に
一
な
り
、
市
る
に
安
之
は
又
た
先
ん
ず
」
と
記
し
て
お
り
、
石
氏
戴

書
房
に
い
た
陳
偉
良
を
、
門
人
の
中
で
先
ん
じ
て
追
い
か
け
て
き
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
(
『止
衡
先
生
文
集
』
巻
四
十
七
「
林
安
之
墳
志
」
)
。
陳

侍
良
は
「
余
は
新
昌
に
往
来
す
る
こ
と
三
年
」
(
前
掲
「
修
職
郎
日
公
墓
誌
銘
」
)
と
述
べ
て
お
り
、
皐
問
仲
間
の
関
係
を
通
し
て
こ
う
し
た
戴
書

家
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
戴
書
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
井
上
進
氏
が
、
相
嘗
規
模
の
戴
書
を
も
ち
う
る
の
は
、
上
層
土
大

(
万
)

夫
に
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
稿
の
よ
う
に
具
程
的
な
地
域
社
舎
に
即
し
て
分
析
し
て
み
て
も
、
こ
こ
で
登
場
す
る
戴
書

家
は
、
多
く
が
や
は
り
官
僚
の
家
や
代
々
の
名
家
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
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五

結

き五
日口

以
上
、
本
稿
で
は
、
宋
代
以
降
の
地
域
社
舎
に
お
い
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
「
友
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
温
州
出

身
で
多
く
の
墓
誌
等
を
残
し
て
い
る
王
十
朋
・
古
昨
季
官
了
陳
停
良
・
葉
適
を
め
ぐ
る
関
係
を
事
例
と
し
て
、
地
域
内
・
地
域
聞
の
人
的
交
流
や

地
域
枇
曾
の
階
層
性
な
ど
に
着
目
し
な
が
ら
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
む
ろ
ん
賓
際
の
友
人
開
係
は
、
直
接
的
に
「
友
」
と

呼
び
か
け
た
範
園
を
こ
え
る
こ
と
も
多
々
あ
ろ
う
が
、
本
稿
で
は
確
賓
に
本
人
が
「
友
」
と
認
識
し
て
い
る
謹
擦
の
あ
る
者
を
通
し
て
、
そ
の

分
析
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
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そ
し
て
こ
う
し
た
関
係
は
、
決
し
て
温
州
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
、
墓
誌
等
に
お
い
て
「
友
」
と
呼
び
か
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け
る
例
は
、
各
地
に
お
い
て
し
だ
い
に
増
加
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
(
祁
)

下
る
が
、
葉
適
に
敬
意
を
以
て
接
し
て
い
た
と
さ
れ
る
貌
了
翁

(
一
一
七
八
l

一
二
三
七
)
の
文
集
で
あ
る

一
例
を
あ
げ
る
と
、

四
川
出
身
で
少
し
世
代
的
に
も

『鶴
山
集
」
に
も
非
常
に
多
く
の
墓

誌
が
蔑
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
も
頻
繁
に

「吾
が
友
」
「
同
年
友
」
な
ど
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る
宋
代
の
「
友
」
に
つ

い
て
の
検
討
は
、
ま
だ
ま
だ
初
探
の
段
階
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
は
、
他
の
地
域
の
場
合
と
の
比
較
や
、
朱
喜
…
な
ど
同
時
代
の
他

の
思
想
家
の
場
合
と
の
比
較
も
含
め
て
、

さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
の
分
析
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
温
州
の
地
域
性
と
の
関
係
に
つ
い
て
少
し
だ
け
絹
れ
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
温
州
の

人
物
た
ち
は
、
温
州
を
ど
の
よ
う
な
場
所
と
し
て
認
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
で
あ
る
。
葉
遁
は
「
隆
輿
・
乾
遁
中
、
漸
東
の
儒

撃
は
特
に
盛
ん
な
り
」
(
「水
心
文
集
』
巻
二
十
五
「
朝
請
大
夫
提
穆
江
州
太
平
興
園
宮
陳
公
募
誌
銘
」
)
と
遮
べ
て
は
い
る
が
、
そ
の
地
元
意
識
の
表

れ
と
し
て
の
使
用
頻
度
か
ら
す
る
と
、
「
所
東
」
の
使
用
よ
り
も
塵
倒
的
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
温
州
を
指
す
「
永
嘉
」
で
あ
る
。

ょ
う
や

た
と
え
ば
、
王
十
朋
は
、
「
永
嘉
は
元
祐
よ
り
以
来
、
士
風
浸
く
盛
ん
な
り
、
(
中
略
)
建
炎
・
紹
興
の
聞
に
至
り
、
異
才
輩
出
し
、
往
々
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に
し
て
東
南
に
甲
た
り
」

(
『同
』
後
集
巻
二
十
九
「
何
提
刑
墓
誌
銘
」)
、
あ
る
い
は
、
「
永
嘉
は
多
士
と
競
し
、
東
南
に
甲
た
り
」
(『梅
渓
先
生
文

(
河
)

集
』
後
集
巻
二
十
九
「
劉
知
将
墓
誌
銘
」
)
と
述
べ
、
優
秀
な
士
を
輩
出
す
る
場
所
と
し
て
の
「
永
嘉
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
本
稿
の
冒
頭
に

紹
介
し
た
新
出
土
の
「
宋
故
国
子
小
撃
録
張
公
墓
誌
銘
」
に
お
い
て
、
「
永
嘉
は
新
東
に
於
い
て
多
士
と
競
す
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墓

誌
の
撰
さ
れ
た
南
宋
初
期
の
認
識
を
反
映
し
て
い
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
後
、
瑞
安
蘇
出
身
の
陳
停
良
が
集
清
鯨
出
身
の
王
十
朋
の
死
を

悼
ん
で
つ
く

っ
た
祭
文
の
冒
頭
に
、
「
吾
が
郷
は
昔
よ
り
、
諸
儒
に
作
有
り
c

剛
毅
に
し
て
敦
腐
な
り
、
是
を
以
て
俗
と
矯
す
」
(
『
止
驚
先
生
文

集
」
巻
四
十
五
「
祭
王
態
事
」
)
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
葉
通
が
科
拳
の
地
方
試
験
合
格
者
の
壮
行
舎
で
あ
る
鹿
鳴
宴
に
つ
い
て
詠
ん
だ
詩

の
中
で

「
永
嘉
は
千
載
に
近
け
れ
ど
も
、
文
物
は
斯
に
於
い
て
盛
ん
な
り
」
(
『水
心
文
集
」
巻
七
「
鹿
鳴
宴
詩
」
)
と
う
た
い
、
永
嘉
の
長
い
歴
史

の
中
で
文
化
的
に
頂
黙
に
達
し
た
時
期
と
し
て
今
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
北
宋
か
ら
南
宋
に
か
け
て
「
永
嘉
」
に
て
皐
聞
が
し
だ

い
に
さ
か
ん
と
な
っ
て
き
た
流
れ
の
蹄
結
の
位
置
に
自
分
た
ち
を
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
意
識



の
も
と
で
、
葉
通
は
自
分
た
ち
の
印
字
聞
を
「
永
嘉
之
撃
」
と
稽
し
た
の
で
あ
る
。

陳
偉
良
は
こ
の
よ
う
な
地
元
温
州
に
つ
い
て
、
「
吾
が
州
の
俗
は
師
友
を
寧
重
す
」
(
『止
薪
先
生
文
集
』
巻
四
十
九
「
林
漁
仲
墓
誌
銘
」
)
、
あ
る

い
は
、

「
吾
が
郷
の
風
俗
は
、
客
を
敬
い
て
師
友
に
敦
し
」

(
『
同
』
巻
四
十
「
分
韻
迭
王
徳
修
詩
序
」
)
と
述
べ
て
い
る
。

「
多
士
」
の
人
材
に
よ
る

濁
白
色
の
濃
い
拳
聞
が
展
開
さ
れ
た
温
州
は
、
同
時
に
「
師
」
や
「
友
」
を
重
ん
じ
る
地
域
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
温
州
に
封
す
る
認
識
は
地
元
出
身
者
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
先
に
少
し
傾
刷
れ
た
貌
了
翁
も
、
「
人
物
は
乾
淳
に
盛
ん
な
り
、

(
的
)

東
嘉
は
最
も
人
を
得
」
(
『鶴
山
集
」
巻
九
十
六
「
「
准
西
線
領
察
少
卿
範
生
日
」
)
と
述
べ
て
お
り
、
他
の
地
域
の
士
大
夫
か
ら
も
同
様
に
捉
え
ら
れ

る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
分
析
を
試
み
た
「
友
」
の
開
係
は
南
宋
期
温
州
に
だ
け
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
、
こ
う

し
か
も
そ
れ
が
重
ん
じ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
一
つ
の
典
型
的
な
地
域
の
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し
た
「
友
」
の
語
の
使
用
が
し
だ
い
に
頻
度
を
増
し
て
い
る
時
代
の
、

(
剖
)

事
例
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
う
。
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註(
1
)

王
同
軍
「
温
州
郭
渓
梅
国
後
現
南
宋
張
原
理
家
族
墓
」

(
『
東
方
博

物
』
第
二
輯
、
一
九
九
人
)
。
本
論
文
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
元
・

例
数
大
準
大
事
院
生
の
藤
田
慎
一
氏
よ
り
ご
数
示
を
得
た
。
ま
た
、

そ
の
後
、
温
州
市
の
龍
湾
博
物
館
の
呉
明
哲
館
長
の
ご
厚
意
で
、
こ

の
墓
誌
の
現
物
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
雨

氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
2
)

劉
嗣
明
は
、
開
封
府
鮮
符
牒
の
人
で
あ
る

(『
宋
史
』
巻
三
百
五

十
六

・
劉
嗣
明
博
)。

(
3
)

増
淵
龍
夫
著

『中
園
古
代
の
枇
曾
と
図
家
』
(
弘
文
堂
、

O
年、

新
版
は
岩
波
書
底
、
一
九
九
六
年
)
。

一
九
六

(
4
)

内
藤
湖
南
著

『支
那
論
」
(
文
舎
堂
書
庖
、
一
九
一
一
年
、
後
に

『内
藤
湖
南
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
所
収
)。

(5
)

た
と
え
ば
「
形
を
も
た
な
い
ソ
シ
ア
ピ
リ
テ
」
と
い
う
表
現
も
見

ら
れ
る
(
二
宮
宏
之
編

『結
び
あ
う
か
た
ち
|
|
ソ
シ
ア
ピ
リ
テ
論

の
射
程
』、
山
川
出
版
社
、

一
九
九
五
年
)。

(
6
)

川
勝
義
雄
著

『六
朝
貴
族
制
社
舎
の
研
究
』
(
岩
波
書
応
、
一
九

八
二
年
三

(
7
)

夫
馬
進
著

『中
国
普
曾
善
堂
史
研
究
』
(
同
朋
舎
、
一
九
九
七
年
)。

(
8
)

ジ
ョ
セ
フ
・

p
・マ
ク
デ
モ

ッ
ト
(
中
鳥
楽
章
誇
)
「
明
末
に
お

け
る
友
情
観
と
帝
権
批
剣
」
(
『史
滴
』
第
十
八
競
、
一
九
九
六
年
)
。
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(9
)

小
野
和
子
著

『明
季
黛
枇
考
1

1
東
林
黛
と
復
枇
|

|
』
(
同
朋

舎
、
一
九
九
六
年
)。

(日
)

小
川
晴
久
「
朋
友
論
ノ
l
ト」

(東
京
大
撃
敬
養
拳
部

『人
文
科

修
科
紀
要
』
第
七
四
輯
、

一
九
八
二
年
)。

(
日
)

朱
瑞
照
他
著

『遼
宋
酋
夏
金
枇
曾
生
活
史
」
(
中
園
枇
曾
科
祭
出

版
社
、

一
九
九
八
年
)
第
十
三
章
「
枇
曾
交
誼
及
其
種
節
」
に
言
及

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
拙
稿

「宋
代
の
地
域
枇
舎
と
知
||
皐
際
的

規
鈷
か
ら
み
た
課
題
|
|
」

(伊
原
弘
・
小
島
毅
編

『知
識
人
の
諸

相
|
|
中
国
宋
代
を
基
黙
と
し
て
||i』
、
勉
誠
出
版
、

二
O
O
一

年
)
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(ロ
)

拙
稿
「
南
宋
期
温
州
の
名
族
と
科
奉
」

(『
蹟
島
大
間
宇
東
洋
史
研
究

室
報
告
」
第

一
七
競
、

一
九
九
五
年
)
、
同
「
南
宋
期
温
州
の
地
方

行
政
を
め
ぐ
る
人
的
結
合
|

|
永
嘉
撃
波
と
の
関
連
を
中
心
に

|
|
」
(
『史
築
研
究
』
第
一一一一一
競
、
一
九
九
六
年
)
、
同
「
南
宋

期
の
地
域
枇
舎
に
お
け
る
知
の
能
力
の
形
成
と
家
庭
環
境
ー
ー
ー
水
心

文
集
墓
誌
銘
の
分
析
か
ら
|

|
」
(
宋
代
史
研
究
曾
編

「宋
代
人
の

認
識
|
|
相
互
性
と
日
常
空
間
|
|
』
、
汲
古
書
院
、

二
O
O
一
年
)
。

な
お
、
地
域
枇
曾
史
の
覗
貼
か
ら
の
宋
代
温
州
分
析
の
先
駆
的
業
績

と
し
て
は
、
伊
原
弘
「
中
園
知
識
人
の
基
層
融
舎
||
宋
代
温
州
、
水

嘉
筆
汲
を
例
と
し
て
|
|
」
(
『思
想
』
第
八

O
二
競、

一
九
九

一

年
)
が
あ
り
、

ま
た
水
利
・
移
住
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は

本
田
治
「
宋
元
時
代
温
州
平
陽
際
の
開
設
と
移
住
」
(
中
園
水
利
史

研
究
曾
編

『佐
藤
博
士
退
官
紀
念
中
園
水
利
史
論
叢
」
、
図
書
刊
行

舎、

一
九
八
四
年
)、

同
「
宋
代
温
州
に
お
け
る
開
設
と
移
住
補
論
」

(
『
立
命
館
東
洋
史
拳
』
第
一
九
援
、
一
九
九
六
年
)
が
あ
る
。
永

嘉
拳
汲
の
思
想
内
容
と
思
想
家
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
周
夢
江
古
苔

『葉
遁
興
、
水
嘉
拳
汲
」
(漸
江
古
籍
出
版
祉
、

一
九
九
二
年
)
、

同

『葉
遁
年
譜
」
(
漸
江
古
籍
出
版
枇
、

一
九
九
六
年
)
、
同

「葉
通
許

停
』
(
作
家
出
版
社
、

一
九
九
八
年
)
が
詳
細
で
あ
る
。

(日
)

南
宋
末
期
以
後
、

官
拳
と
な
っ
て
い
く
朱
子
撃
に
つ

い
て
も
、
最

近
で
は
、
市
来
津
由
彦
氏
が
朱
喜
…の
言
葉
を
「
そ
の
交
遊
者
、
門
人

の
違
和
感
、

共
感
、
質
問
等
と
の
協
同
作
業
に
よ

っ
て
つ
む
ぎ
だ
さ

れ
た
言
葉
」
と
す
る
視
角
か
ら
興
味
深
い
考
察
を
お
こ
な

っ
て
い
る

(市
来
津
由
彦
著

『朱
裏
門
人
集
圏
形
成
の
研
究
」、

創
文
社
、

二

O
O
二
年
)。

(
H
H
)

宋
代
墓
誌
の
史
料
と
し
て
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
近
藤

一
成
「
王

{
女
石
撰
墓
誌
を
譲
む
|

i
地
域
、
人
脈
、
黛
争
l

|
」
(『
中
園
史

拳
』
第
七
巻
、

一
九
七
七
年
)、
陶
耳
目
生
著
『
北
宋
士
族
|

|
家

族
・
婚
姻
・
生
活
』
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

二
O
O
一

年
)
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(日
)
中
砂
明
徳
「
唐
代
の
墓
葬
と
墓
誌
」
(
磯
波
護
編
『
中
圏
中
世
の

文
物
』
、
京
都
大
祭
人
文
科
祭
研
究
所
、

一
九
九
三
年
)。

(
凶
)

切

2
2
-可
』

切

o
g
Z
F
H
U。
室
内
弐
叉
河
内~白な
2
g
-
h門
N
E
』
号
、
h
h
b
H
N
h
hu

b
H
r
h
u
s
h内
刊
誌
宇
治

h
g
s
b
ヘ担。
N

旬、ε出
血
三
曲
三

C
ロ
3
5
q

℃
『
命
的
夕

日
由
也
∞

(
口
)
「
水
心
文
集
」
の
編
纂
年
次
は
不
明
で
あ
る
が
、
既
に
宋
末
の
陳

振
孫
(
一
二
六
一
波
?
)
『
直
蔚
書
録
解
題
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

る

(周
拳
武
著

『業
水
心
先
生
年
譜
」
、
大
安
出
版
枇
、
一
九
八
八

年
)
。

(
同
)
駄
揚
惰
の
墓
誌
執
筆
に
つ
い
て
は
、
劉
若
愚
著
『
欧
陽
修
研
究
」

- 70 
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(
塞
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
八
九
年
)
、
参
照
。

(
凶
)
墓
誌
の
執
筆
封
象
者
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
は
、
拙
稿
「
南
宋
期
の

地
域
枇
舎
に
お
け
る
知
の
能
力
の
形
成
と
家
庭
環
境
|
|
水
心
文
集

、墓
誌
銘
の
分
析
か
ら
|
|
」
(
前
掲
)
に
表
と
し
て
示
し
て
い
る
。

無
官
の
者
だ
け
で
な
く
、
車
に
贈
官
を
さ
れ
た
だ
け
の
者
も
十
一
名

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
加
え
る
と
、

三
十
九
名
(
コ一

0
・
五
%
)

と
な
る
。
た
だ
し
、
無
官
の
者
と
い
え
ど
も
、
し
ば
し
ば
血
縁
に
任

官
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
銃
に
指
摘
し
て
お
い
た
。

(初
)

陳
侍
良

『止
薪
先
生
文
集
』
で
は
、
墓
誌
・
嬢
誌
の
計
三
十
六
首

か
ら
女
性
の
五
首
を
の
ぞ
い
た
三
十

一
首
の
う
ち
、
な
ん
ら
か
の
形

で
官
職
・
官
位
を
得
た
者
の
墓
誌
・
域
誌
は
十
三
首
で
あ
り
、
残
り

の
十
八
首
は
無
官
の
者
の
墓
誌
・
壊
誌
で
あ
る
。

(
幻
)

ボ
ズ
ラ
l
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
墓
誌
等
に
顕
著
に
見
ら
れ
た

「
誰
が
描
か
れ
た
か
に
つ
い
て
嬰
化
」

F
S
E官
5
8
b
G
回
日

常
印
ロ
コ
宮
内
凶
)
と
い
う
こ
と
に
な
る

(切
O
師同一
2
前
掲
書
、

三
十
三

頁
)。

(n
)
業
圏
良
「
論
韓
愈
的
家
墓
碑
誌
文
」

(『
古
典
、
文
皐
』
第
十
集
、

一

九
八
八
年
)。

こ
の
論
文
の
存
在
は
、
宇
部
工
業
高
等
専
問
肇
校

一

般
科
講
師
の
畑
村
拳
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。

(
お
)
『
居
士
集
』
巻
二
十
四
「
石
呈
卿
墓
表
」
、
巻
二
十
七
「
張
子
野
墓

誌
銘
」
・
「
孫
明
復
先
生
墓
誌
銘
」
、
虫
色
二
十
八
「
察
君
山
墓
誌
銘
」
・

「
黄
夢
升
墓
誌
銘
」
・
「
醇
質
夫
墓
誌
銘
」
・
「
安
師
魯
墓
誌
銘
」
、
巻
=
一

十
三

「
梅
聖
食
墓
誌
銘
」
・
「
江
郷
幾
墓
誌
銘
」
。

(M
)

醇
季
宣
も
、
「
余
仲
美
墓
誌
銘
」
(
『
浪
語
集
」
巻
三
十
三
)
、
「
林

南
仲
墓
誌
銘
」
(
問
書
同
巻
)
の
よ
う
に
、
墓
誌
の
題
に
字
を
用
い

る
場
合
が
あ
っ
た
。

(
お
)
王
十
朋
が
拳
生
を
朋
友
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
郷

{
疋
閤
著
『
王
十
朋
及
其
詩
』
(
牽
湾
拳
生
書
局
、
一
九
九
四
)
、
参
照
。

(
お
)
藤
川
正
数
「
「
朋
友
」
考
」
(
『棲
美
林
大
挙
中
園
文
拳
論
叢
」
第

八
競
、
一
九
八
二
年
)
。

(幻
)
『
水
心
文
集
』
巻
二
十
五
「
陳
民
表
墓
誌
銘
」
。

(
お
)
王
十
朋
は
「
四
友
銀
」
(
『梅
渓
先
生
文
集
」
前
集
巻
十
八
)
に
て
、

「論
五
巴
顔
淵
第
十
二
の
「
君
子
は
文
を
以
て
友
を
曾
し
:
・
」
と
い

う
言
葉
を
引
用
し
つ
つ
、
自
分
に
は
四
人
の
友
が
い
る
と
し
て
、

「
羅
文
」
「
毛
穎
」
「
格
先
生
」
「
子
墨
」
を
拳
げ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
硯
、
筆
、
紙
、
墨
を
指
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
を
「
四
友
」

と
稽
す
る
と
こ
ろ
に
も
、
「
友
」
と
拳
問
と
の
か
か
わ
り
の
深
さ
が

垣
間
見
え
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
お
)
『
論
語
』
季
氏
第
十
六
に
、
「
A

盆
者
三
友
、
損
者
三
友
あ
り
。
直
を

友
と
し
、
諒
を
友
と
し
、
多
聞
を
友
と
す
る
は
盆
な
り
。
使
砕
を
友

と
し
、
善
柔
を
友
と
し
、
便
伎
を
友
と
す
る
は
損
な
り
。」
と
あ
る
。

(初
)
『
水
心
文
集
」
巻
七
「
林
叔
和
見
訪
這
嘗
感
歎
図
以
第
贈
」
、
巻
十

七
「
沈
仲
一
墓
誌
銘
」
、
同
巻
「
黄
子
耕
墓
誌
銘
」
、

「梅
渓
先
生
文

集
」
後
集
巻
十
二

「
迭
元
章
改
漕
成
都
」
な
ど
。

(訂
)

南
宋
の
科
翠
は
、
お
お
む
ね
詩
賦
科
と
経
義
科
の
い
ず
れ
か
を
選

揮
さ
せ
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
(
古
林
森
贋
「
宋
代
の
受
験
参
考

書
(
前
編
)
ー
ー
そ
の
必
要
性
||
」
『明
石
工
業
高
等
専
門
拳
校

紀
要
』
第
十
九
競
、

一
九
七
七
年
)。

(犯
)

王
十
朋
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
徐
順
平
著

『王
十
朋
許
停
』
(
甑
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越
文
化
叢
書
之
四
、
作
家
出
版
枇
、

一
九
九
八
年
)
に
詳
し
い
。

(
お
)
川
上
恭
司
「
科
暴
と
宋
代
枇
曾
|
lJそ
の
下
第
士
人
問
題
」
(
「
待

策
山
論
叢
』
史
撃
篇
二
十

一
、

一
九
八
七
年
)、
参
照
。

(
弘
)

な
お
、
こ
こ
で
暴
げ
た
温
州
出
身
の
思
想
家
た
ち
が
、
こ
う
し
た

断
片
的
な
用
例
|

|
用
例
の
数
自
慢
は
た
い
へ
ん
多
い
が
|

|
と
別

に
、
何
か
「
友
」
に
つ
い
て
ま
と
め
て
論
じ
て
い
る
長
い
文
章
が
見

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
業
遁
は

「草
底
先
生
墓
誌
銘
」(『
水
心

文
集
』
巻
十
九
)
に
お
い
て
、
現
世
で
は
な
く
古
人
を
友
と
す
る

「
伶
友
」
説
(
孟
子
)
を
批
判
し
て
い
る
の
は
、
事
功
汲
と
し
て
の

彼
の
街
自
性
を
少
し
に
お
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
後
世
の
朝
鮮

で
や
は
り
「
伶
友
」
論
を
批
判
し
た
朴
祉
源
(
一
七
三
七
1

一
八

O

五
)
も
賓
筆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る

(小
川
晴
久
著

『朝

鮮
文
化
史
の
人
び
と
』
、
花
停
枇
、

一
九
九
七
年
)。

(
お
)
血
縁
が
確
認
で
き
な
い
が
名
前
か
ら
考
え
て
お
そ
ら
く
醇
季
宣
の

藤
氏
と
同
じ
一
族
で
あ
る
と
み
な
し
て
よ
い
者
も
、
少
な
く
と
も
五

名
お
り
、
あ
わ
せ
る
と
二
十

一
名
の
進
士
合
格
者
が
宋
代
に
い
た
も

の
と
推
定
で
き
る
。
前
掲
「
南
宋
期
温
州
の
地
方
行
政
を
め
ぐ
る
人

的
結
合
|
|
永
嘉
皐
汲
と
の
関
連
を
中
心
に
|
|
」
、
参
照
。

(
お
)

前
掲

「王
十
朋
評
傍
』
、
参
照
。

(
幻
)

宮
津
知
之
「
宋
代
先
進
地
帯
の
階
級
構
成
」
(
「鷹
陵
史
筆
」
十、

一
九
八
五
年
)
に
よ
る
と
、
南
宋
の
嘉
定
九
年
(
一
二
二
ハ
)
ご
ろ

に
買
い
上
げ
封
象
と
し
て
想
定
さ
れ
た
八
郷
二
十
都
の
う
ち
、
四
百

畝
以
上
が
四
十
九
都
、
百
五
十
l
四
百
畝
が
二
百
六
十
八
戸
、
コ
一
十

l
百
五
十
畝
が
千
六
百
三
一
十
六
戸
で
あ
っ
た
。

(
お
)
前
掲
『
葉
遁
輿
永
嘉
拳
汲
』
第
六
章
「
承
先
啓
後
的
陳
傍
良
」
、

参
照

(
ぬ
)
前
掲

『葉
遁
評
惇
』
、
参
照
。

(ω)
前
掲
「
南
宋
期
温
州
の
名
族
と
科
血
芝
、
参
照
。

(
引
)
「
蔦
暦

・
温
州
府
士
心』
巻
十
・
選
奉
志
、

『嘉
靖

・
瑞
安
豚
士
心
』
巻

七

・
選
暴
志
、
お
よ
び
、
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
百
七
十
一

紹
興
二
十
六
年
正
月
発
丑
の
係
、

『同
』
巻
百
七
十
五
・
同
年
十

一

月
丙
申
の
係
。

(
必
)

『水
心
文
集
』
巻
十
五
「
沈
元
誠
墓
誌
銘
」
。

(
円
相
)
〔
表
二
〕
の
中
で
唯

一
、
「
友
」
と
呼
ば
れ
た
本
人
よ
り
上
の
世
代

に
官
職
を
も
っ
人
の
い
る
の
が
、
葉
遁
の
「
友
」
の
戴
渓

(?
l
一

一
一
一
五
)
で
あ
る
が
、
彼
の
一
族
も
「
世
々
郷
の
著
姓
矯
り
」
(
楼

鎗

「攻
焼
集
』
巻
百
七
「
戴
俊
仲
墓
誌
銘
」
)
と
さ
れ
て
い
る
。

(
付

)

河

O
『

0
2
H
U

同
日
三

3
3・
h
H
b町内
M
2
2
与
え
の
S
H
なヨ
S

U
コ
マ
同
丘
町
内
。
¥

H1NK
円
』
。

N
h
w
(
U
E
雪
国
同
同
h
N
V
2
」
『
。
ミ
』
『

2
Jお
む
辺
、

ωσ
ミ
九
百
三
h
E
H
h
u
(リ
白

ヨ

『
コ
門
日
開
。

C
口
2
0
3
H門
〕
『
可
『
命
的
印
叫
包

∞

。

(
K
N
)

「寓
暦
・
温
州
府
志
」
巻
十

・
選
怨
寸
志
、
お
よ
び
、

『光
緒
・
永
嘉

豚
志
』
巻
十
一
・
選
翠
志
。

(ω)
前
掲
『
葉
遁
年
譜
」
・
『
葉
遁
評
縄
開
』
、
参
照
。

(U
)

兄
の
林
織
に
釣
し
て
は
、
「
祭
林
伯
和
文
」
(
『
水
心
文
集
」
巻
二

十
八
)
、
「
林
伯
和
墓
誌
銘
」

(巻
十
五
)
を
、
弟
の
林
蕪
に
釘
し
て

は
、
「
祭
林
叔
和
文
」
(
巻
二
十
八
)
、
「
草
鹿
先
生
墓
誌
銘
」
(
巻
十

九
)
を
撰
し
て
い
る
。
こ
の
「
林
伯
和
墓
誌
銘
」
に
、
「
余
は
年
未

冠
に
し
て
、
伯
和
兄
弟
を
識
る
」
と
葉
遁
は
記
し
て
い
る
。

(
必
)
寺
地
逮

「南
宋
末
期
台
州
黄
巌
懸
事
情
素
描
」
(
「
唐
・
宋
開
に
お

け
る
支
配
層
の
構
成
と
繁
動
に
閥
す
る
基
礎
的
研
究
』
、
科
向
学
研
究
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費
補
助
金
線
合
研
究
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
三
年
)
、
参
照
。

(ω)
『光
緒
・
黄
巌
勝
志
』
巻
十
四

・
選
奉
志
の
戴
舜
欽
の
僚
の
割
注
、

参
照
。

(
印
)
滋
美
月
著

『
宋
代
裁
書
家
考
』
(
拳
海
出
版
社
、
一
九
八

O
年
)

に
も
、
一
族
の
察
瑞
の
名
で
登
場
し
て
お
り
、
奈
鏑
は
そ
の
従
孫
に

あ
た
る
。

(
日
)
前
掲

『葉
遁
年
譜
』
乾
遁
六
年
庚
寅
の
係
、
参
照
。

(
臼
)
『
水
心
文
集
』
巻
十
四

「
銚
君
命
墓
誌
銘
」
。

(
日
)
『
水
心
文
集
」
巻
十
四
「
楊
夫
人
墓
表
」
。

(
弘
)
前
掲

『葉
通
輿
永
嘉
拳
汲
」
第
八
章
「
陳
亮
、
水
嘉
之
行
及
其
奥
、
水

嘉
拳
汲
的
関
係
」、
参
照
。

(
日
)
呉
春
山
著
『
陳
同
甫
的
思
想
」
(
園
立
牽
湾
大
事
文
史
叢
刊
、
一

九
七
一
年
)
、
参
照
。

(
日
)
潜
富
恩

・
徐
絵
慶
著

『呂
租
謙
許
停
』
(
南
京
大
島
一
出
版
社
、

一

九
九
二
年
)

(
貯
)
『
宋
史
』
拳
四
百
三
十
六

・
陳
亮
俸
に
「
家
は
僅
か
に
中
産
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

(
関
)
徐
規

・
周
夢
江
「
試
析
陳
亮
的
郷
紳
生
活
」
(
宋
史
研
究
叢
書

『宋
史
論
集
」
、
中
州
書
重
枇
、
一
九
八
三
年
)
、
参
照
。

(
印
)
前
掲

『宋
代
蔵
書
家
考
』
に
「
南
宋
末
期
議
書
家
」
十
六
人
の
う

ち
の
一
人
と
し
て
衛
淀
の
名
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
印
)
前
掲
『
宋
代
戴
書
家
考
』
に
は
奉
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
方
建
新

「
宋
代
私
家
裁
書
補
録

(
上
)
」
(
『
文
献
』
一
九
八
八
年
第
一
期
)

に
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
臼
)
「
水
心
文
集
』
巻
二
十
四
「
膝
季
度
墓
誌
銘
」
。

(
臼
)
『
水
心
文
集
』

巻
二
十
「
文
林
郎
前
秘
書
省
正
字
周
君
南
仲
墓
誌

銘
」。

(
臼
)

『水
心
文
集
』
巻
十
二
「
周
南
仲
文
集
後
序
」
。

(
N
M
)

興
化
軍
首
回
の
劉
氏

一
族
に
つ
い
て
は
、
中
砂
明
徳

「
劉
後
村
と

南
宋
士
人
枇
曾
」
(
『東
方
拳
報
・
京
都
』
第
六
十
六
品
川
、
一
九
九
四

年
)
に
詳
し
い
。

(
釘
)
前
掲

『葉
遁
年
譜
』
で
は
、
隆
輿
二
年
(
一
二
ハ
四
)
、
葉
遁
が

十
五
歳
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

(
白
山
)
楼
鎗
「
攻
塊
集
」
忠
信
七
十
七
「
書
陳
止
務
所
作
張
忠
甫
纂
銘
後
」

に
、
「
乾
遁
七
年
、
東
嘉
に
客
授
し
、
一
時
の
賢
士
に
従
い
て
遊
ぶ

を
獲
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
m
w
)

衰
隻
『
繋
融
制
集
』
巻
十
一
「
資
政
殿
大
準
士
贈
少
師
機
公
行
朕
」。

(

m

∞
)
こ
の
場
合
は
、
「
街
、
偶
々
永
嘉
に
来
た
り
、
余
に
見
え
て
奮
事

を
言
い
、
相
い
針
し
て
嘆
息
す
」
(
『
水
心
文
集
』
巻
十
七
「
胡
崇
種

墓
誌
銘
」
)
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
黙
で
銃
に
高
田
知
の
間
柄
で
あ
っ

た
と
見
ら
れ
る
。
阪
に
葉
遁
、
六
十
四
歳
の
各
の
こ
と
で
あ
る
。

(ω)
宋
代
の
人
的
結
合
に
お
け
る
「
同
年
」
に
つ
い
て
は
、
最
近
後
表

さ
れ
た
山
口
智
哉
「
宋
代

「同
年
小
銭
」
考

|

|
『書
か
れ
た
も

の
」
に
よ
る
共
同
意
識
の
形
成
|

|
」
(
「中
園
|
|
枇
舎
と
文
化
」

第
十
七
競
、

二
O
O
二
年
)
に
詳
し
い
。

(
初
)

『水
心
文
集
」
巻
二
十
七
「
上
執
政
薦
士
書
」
。

(
冗
)
「
宋
史
」
巻
四
百
三
十
四
・
葉
遁
傍
。

(

η

)

{

呂
と
は
無
縁
の
家
の
知
識
人
に
つ
い
て
、
本
稿
で
扱
っ
た
史
料
と

は
別
の
も
の
で
、
近
隣
地
域
の
事
例
を
一
つ
暴
げ
て
お
き
た
い
。
所

江
省
温
嶺
豚
(
宋
代
の
行
政
直
董
で
は
台
州
黄
巌
鯨
)
か
ら
出
土
し
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た
郷
土
元
(
一一

七
八
l

一
二
五
四
)
の
墓
誌
、
す
な
わ
ち
「
宋
雲

林
隠
士
郎
公
墓
誌
」

(台
州
地
直
文
物
管
理
委
員
曾
・
台
州
地
直
文

化
局
編

『台
州
墓
誌
集
銭
円
一

九
八
八
年
)
に
よ
る
と
、
隠
士
の

鄭
土
元
の
曾
祖
父
・
祖
父
は
「
際
徳
有
り
」
と
あ
る
の
み
で
、
父
は

早
世
し
、
い
ず
れ
も
官
職
は
な
く
、
ま
た
本
人
、
男
子
、
女
子
の
夫
、

男
孫
の
い
ず
れ
も
官
職
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
、
郷
土
元
が
若
い

日
に
「
京
庫
」
(臨
{
女
府
民
干
)
に
遊
組
干
し
た
と
あ
り
、
ま
た
、
長
子

鱗
茎
ら
に
つ
い
て
、
「
茎
等
、
儒
業
を
繕
ぐ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
少

な
く
と
も
二
代
に
わ
た

っ
て
祭
聞
を
績
け
る
家
庭
で
は
あ

っ
た
も
の

と
見
ら
れ
る
。
そ
の
鄭
士
元
の
長
子
か
ら

「
父
の
平
生
義
を
行
う
を

ゐ
も

痛
く
念
い
、
惟
だ
谷
翁
の
み
之
を
知
る
こ
と
詳
ら
か
な
り
」
と
し
て

墓
誌
の
撰
述
を
依
頼
さ
れ
た
谷
翁
が
「
余
、
其
の
言
を
聞
き
て
、
悲

し
み
に
勝
え
ず
。
辱
じ
け
な
く
も
友
朋
に
在
り
て
義
有
る
を
念
う。

僻
す
れ
ば
則
ち
非
情
な
り
」
と
し
て
、
郷
土
一冗
が
「
友
朋
」
の
聞
で

義
の
行
い
あ
る
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
名
の
あ
る
人

物
が
書
い
た
の
で
は
な
い
墓
誌
だ
が
、
そ
こ
で
も
「
友
」
に
慨
す
る

用
例
は
や
は
り
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
刀
)

前
掲

『宋
代
裁
書
家
考
」、

参
照
。

(
九
)
『
嘉
泰
曾
稽
志
』
巻
十
六
「
殺
害
」
に
は
、
「
越
の
磁
書
に
三
家
有

り
、
左
丞
陸
氏
、
山
問
書
石
氏
、
進
士
諸
官
輔
氏
な
り
」
と
し
て
、
北
宋

末
期
の
兵
部
山
間
書
石
公
弼
以
来
の
蔵
書
の
家
と
し
て
参
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
新
昌
石
氏
に
つ
い
て
は
、
前
掲

「北
宋
士
族

ll
家
族
・

婚
姻
・
生
活
』
第
十

一
章
「
数
育
奥
輿
盛
1

1
新
昌
石
氏
」
に
詳
し

(
お
)

井
上
進
著
『
中
園
出
版
文
化
史
|
|
書
物
世
界
と
知
の
風
景

|

|
」
(
名
古
屋
大
肇
出
版
曾
、
二

O
O
二
年
)
。
本
稿
と
の
関
わ
り

で
は
、
と
く
に
第
十
章
「
特
権
と
し
て
の
書
物
」
が
興
味
深
い
。
ま

た
、
傍
旋
珠
・
謝
灼
華
主
編

『中
園
蔵
書
通
史
」
上
働

(寧
波
出
版

枇
、
二

O
O
一
年
)
第
五
編
「
宋
遼
夏
金
元
戴
書
」
(
方
建
新
ら
執

筆
)
に
も
歎
代
に
わ
た
る
蔵
書
世
家
の
例
が
列
奉
さ
れ
て
い
る
。

(
祁
)
伊
東
倫
厚
「
貌
了
翁
」
(『
朱
子
製
大
系

第

十

巻

朱

子
の
後
繕

(上
)』
、
明
徳
出
版
祉
、

一
九
七
六
年
)
、
参
照
。

貌
了
翁
は
本
稿

に
登
場
し
た
平
江
府
の
衛
自
信
の

『種
記
集
説
』
の
序
も
執
筆
し
て
い

る
。

(
行
)

こ
の
場
合
の
「
永
嘉
」
は
、
永
嘉
豚
で
は
な
く
、
温
州
全
健
を
指

す
。

(
怜
)
王
十
朋
は
「
東
嘉
は
多
士
と
競
す
」

(『
梅
渓
先
生
文
集
」
前
集
巻

九
「
和
燕
河
南
府
秀
才
迭
周
光
宗
」
)
と
し
て
、
温
州
の
別
格
「
東

嘉
」
と
い
う
語
を
用
い
て
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

(
乃
)

葉
遁
自
身
に
よ
る
「
永
嘉
之
拳
」
と
い
う
語
の
用
例
は
、

『水
心

文
集
」
を
十
「
温
州
新
修
筆
記
」
に
見
え
る
。

(
加
)

貌
了
翁
が
、
陳
侍
良
の
門
人
で
同
年
進
士
で
も
あ

っ
た
瑞
安
将
出

身
の
察
幼
印
字
(
一
一
五
四
l

一一一一

七
)
の
子
察
範
に
逢

っ
た
詩
で

あ
る
。

(創
)

な
お
、
南
宋
期
の
も
う

一
つ
の
温
州
文
化
と
も
言
う
べ
き
も
の
に
、

温
州
で
始
ま
っ
た
「
南
戯
」
が
あ
る
。
民
間
の
娯
楽
で
あ

っ
た
南
戯

で
は
あ
る
が
、
そ
の
戯
曲
の
中
で
は
し
ば
し
ば
科
奉
の
状
元
が
、
男

性
の
主
役
に
な
っ
て
お
り
(
金
文
京
「
南
戯
和
南
宋
紋
元
文
化
」
、

温
州
市
文
化
局
編

『南
戯
園
際
曲
学
術
研
討
曾
論
文
集
」
、
中
華
書
局
、

二
O
O
一
年
)
。
そ
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
た
王
十
朋
も
、
『
剃
叙
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記
』
で
ヒ
ロ
イ
ン
銭
玉
蓮
と
最
後
に
結
ぼ
れ
る
紋
元
と
し
て
登
場
す

る
|
|
玉
蓮
の
存
在
や
話
の
筋
は
虚
構
だ
が
|
|
。
こ
う
し
た
南
戯

に
象
徴
さ
れ
る
文
化
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
士
大
夫
中
心

の
文
化
と
が
、
温
州
と
い
う
一
つ
の
地
域
枇
舎
の
中
に
共
存
し
て
い

た
わ
け
で
あ
る
が
、
爾
者
の
連
績
性
と
非
連
績
性
に
つ
い
て
は
、
別

の
機
舎
に
論
じ
た
い
。

〔
附
妃
〕
本
稿
は
、
平
成
十
四
年
度
科
築
研
究
費
補
助
金
(
基
盤
研
究

(

B

)

(

一
)
「
宋
代
以
降
の
中
園
に
お
け
る
集
固
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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regarding payments in lieu ofμ函，a just burden was determined according to the

individual citizen's capacity, as was the case in the payment of the jin面面津貼

銀. In addition, concerning the actual labor, s瞬i賓役, the burden was not deter-

mined mechanically, but the amount of the burden was allotted only after the

weight of the year's total tax was taken into account. Also, the tax of members of

a branch was reduced whenever possible, and priority was given to payment of

the tax by joint-shouldering of the ヌポ. This sort of payment technique signifies

that the basic conditions, the group's centripetal tendency and the fairness of the

payments decided within the group were guaranteed internally by the ｚｏｎｇｈｉｉ’ｓun-

biased views and fair treatment. As a final point, in respect to the aspect of the

relationship between the kinship organization and the nation, the nation's intent to

enforce theｚｈａｎｇｌtｏｗＢ丈量,the measurement of tａχableland, was first conveyed

to the two branches of the Taojman-hong clan, i.e., the χianggong-fang and

Shougong-fang. These two branches then launched into concrete talks within their

respective groups about how to shoulder the tａχamong themselves in accordance

with the agreement of the two branches. Moreover, it can be seen from the

transcripts of the election of the 面励α昭都長and the leader of the tｕａｎｌｉａ?1團

練, i.e., the ｘｉａｎｅｚｏｎｓ郷總and the　lianfｕ練副, the intent of the state was first

notified to the lijia, and it was debated by the four xiangyue郷約, communities

organized by compact, which were based on four natural villages, that formed a

single unit, the administrative entity called Wudu 五都. However, at the same

time, the辿ingyue at Zeshucun, the挿塹約, was ａ xiangyue constituted of the

Taoyuan Hong. As ａ result, it has become clear that the clan and the state were

directly linked because the　11110 organization and the χ必ngyue were formed from

the kinship organization.

THE SIGNIFICANCE OF THE WORD YOU IN Ａ

　

LOCAL SOCIETY OF THE SOUTHERN SONG

　　　　　　　　　　　　　　　　

Oka Motoshi

　　

How the word yO z4友was employed is analyzed ｉ this articlein order to

clarifypersonal bonds in the local society of the Southern Song dynasty･

　　

In this article,l have scoured the writings of Wang Shipeng 王十朋，χue Ji-

xuan藤季宣, Chen Fuliang 陳傅良, and YeShi 葉適, four individuals who lived in

Wenzhou温州during the Southern Song, determined whom was called
.y。u,and

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－



entered the results in ａ chart. Then, having confirmed their meaning of the word

you, ｌ analyzed what were the relationships between those termed you and the

writers, and what were the positions of each in local society. The following points

have been made clear by this analysis.

　　

First, with those whom were termed you, the writers maintained close long-

term relationships whether they were local people or ｏ伍cialsthere on assignment.

Calling someone you was never a frivolous matter.

　　

Secondly, the relationship between the people termed yθz4was often formed

between fellow students ｉ an academic setting and developed mutually thereafter.

The polemics conducted between yθ･usometimes caused alterationsin the thought

of one or the other party.

　　

Thirぷy, among these you, there often appear those who held no government

ｏ伍ce and those whose ancestors were not ｏ伍ce holders. However, there were

many from celebrated families who had builtup their status in local society, and

among these were some who had been bibliophilesand collectors of books for

generations.

　　

As ａ result of this analysis, Wenzhou during the Southern Song was region

that epitomized this trend, which was by no means limited to Wenzhou.

ON THE HISTORY OF THE GLING TSHANG PRINCIPALITY OF

　　　

MDO KHAMS DURING THE YUAN AND MING DYNASTIES

Weirong Shen

　　

The history of the Gling tshang principality, one of the eight religious princi-

palities in Tibet during the Ming dynasty, has attracted scholarly attention several

times in the past. However, there are many issues that remain obscure due to ａ

lack of sources. This article attempts to shed new light on these unresolved ques-

tions by employing new sources in the Ｍ緬ｇ Ｓｈｉｌｕ　andby comparing the Chinese

and Tibetan sources. Following a brief description of Gling tshang's location and

history, a detailed discussion is made on the real meaning of the phrase bod kyi

ｃＨｏｌｋｈａｇｓｕｍ，dpon chen in Tibetan historical sources and its relation to ｘifan

sα犯面O xuanwt?si in order to explain why the Gling tshang was chosen to be con-

ferred the status of ａ religious kingship by the Ming court. The conclusion of the

discussion suggests strongly that the Gling tshang had already enjoyed high status

and authority as mDo smぶzd dpon chen, possibly, i.e., the　ｍＤｏ　ｓｍｏｄｘｕａｎ　ｌｏｅtｓhi

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－ｊ－
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